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二
二
八

一　

は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
三
月
二
一
日
、
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
判
所
（Suprem

e Court of Canada

）（
以
下
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
は
、S

ハ
ー
パ
ー

tephen
H

arper

首
相
が
前
年
一
〇

月
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
任
命
し
たM

ナ
ド
ン

arc
N

adon

は
、
最
高
裁
判
所
法
（Suprem

e Court A
ct

）（
以
下
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
が
規
定
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
資
格
要
件

を
満
た
さ
な
い
と
し
て
、
失
職
す
る
と
判
断
し
た（

（
（

。
総
督
（
執
行
権
）
に
よ
る
判
事
の
任
命
行
為
を
違
法
と
判
断
し
た
の
は
、
一
九
四
九
年
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が

カ
ナ
ダ
の
最
終
上
告
裁
判
所
に
な
っ
て
以
来
、
初
め
て
で
あ
る
。
か
か
る
判
決
を
下
す
こ
と
自
体
、
執
行
権
（
国
王
や
内
閣
）
が
最
高
裁
判
事
に
任
命
す

る
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
て
は
、
稀
で
あ
る
。

筆
者
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
任
命
プ
ロ
セ
ス
を
好
意
的
に
観
察
し
て
い
る（

（
（

。
わ
が
国
と
同
じ
よ
う
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
は
内
閣
の
専
権
で
は
あ
る
も
の
の
、

透
明
性
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
べ
く
、
内
閣
の
主
導
は
維
持
し
つ
つ
、
任
命
さ
れ
た
判
事
を
議
会
で
公
開
聴
聞
す
る
慣
行
が
出
現
し
て
い

る
。
そ
も
そ
も
任
命
プ
ロ
セ
ス
は
執
行
権
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
、
時
の
首
相M

マ
ー
チ
ン

artin

は
議
会
の
人
権
司
法
常
任
委
員
会
で
法
務
大
臣

C

コ
ト
ラ
ー

otler

に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
の
説
明
と
質
疑
応
答
を
行
わ
せ
た
。
こ
れ
に
端
を
発
し
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
議
会
や
公
的
な
参
画
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
る（

（
（

。
こ
の
間
、A

ア
ベ
ラ

bella

とC

シ
ャ
ロ
ン

haron

の
両
判
事
は
議
会
の
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
任
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ハ
ー
パ
ー
は
、
新
任
判
事
本
人
の
議
会

公
聴
会
（public hearing

）
を
実
現
し
、R

ロ
ス
テ
ィ
ン

othstein

が
そ
の
第
一
号
と
な
り
、
こ
の
慣
行
は
継
承
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
（
二
〇
〇
八
年
、C

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

rom
w

ell

の

任
命
で
は
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
（
（
（

）。

Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
わ
が
国
と
同
様
に
違
憲
審
査
権
を
有
し
、
政
治
機
関
と
し
て
の
要
素
が
あ
る
。
人
権
に
関
す
る
違
憲
審
査
は
、
一
九
八
二
年
の
カ
ナ
ダ
憲
章

（Canadian Charter of H
um

an Rights and Freedom

）（
一
九
八
二
年
憲
法
）
制
定
以
後
で
、
ま
だ
三
〇
年
あ
ま
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
積
極
的
に

行
使
さ
れ
て
い
る
。
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
事
件
性
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
、
憲
法
の
解
釈
や
判
断
の
み
依
頼
さ
れ
る
照
会
（Reference

）
も
あ
っ

て
、
政
府
の
政
策
の
是
非
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
力
は
大
で
あ
る
。
こ
う
し
た
展
開
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
国
民
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
へ
の
関
心
を
増
大
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さ
せ
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
は
、
一
国
内
に
あ
っ
て
二
つ
の
文
化
が
競
合
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
国
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
要
因
に
よ
る
。
カ
ナ
ダ
は
英
国
国
王
を
元
首
と
す

る
英
連
邦
諸
国
の
一
員
で
あ
る
。
憲
法
制
定
権
を
自
前
に
す
る
こ
と
が
独
立
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
が
そ
の
時
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
は
英
国
の
自
治
領
（D

om
inion

）
で
あ
っ
た
。
立
憲
シ
ス
テ
ム
は
英
国
の
そ
れ
で
あ
り
、言
語
や
文
化
、宗
教
も
英
国
の
影
響
を
受
け
る
。
も
っ
と
も
、

英
国
の
植
民
地
に
な
っ
た
の
は
、
北
米
に
利
権
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ス
勢
力
と
の
妥
協
で
、
英
国
王
に
忠
節
を
誓
う
か
わ
り
に
、
ケ
ベ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る

フ
ラ
ン
ス
文
化
や
言
語
、
宗
教
を
固
有
な
も
の
と
し
て
保
護
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
（
ケ
ベ
ッ
ク
連
合
（
一
八
四
〇
年
））。

フ
ラ
ン
ス
文
化
の
こ
の
ケ
ベ
ッ
ク
を
ど
う
統
合
さ
せ
て
い
く
か
。
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
立
憲
政
治
の
根
本
的
課
題
と
い
え
る
。
一
般
に
、
憲
法
は
国
家
や
民

族
を
統
合
す
る
機
能
を
有
す
る
。
カ
ナ
ダ
憲
法
も
同
様
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
憲
法
の
課
題
は
、
英
国
立
憲
主
義
の
枠
組
み
に
ケ
ベ
ッ
ク
＝
フ
ラ
ン
ス
を
ど
う

統
合
さ
せ
て
い
く
か
で
あ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
固
有
な
社
会
を
尊
重
し
、
保
護
し
、
カ
ナ
ダ
の
責
任
政
治
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
カ
ナ
ダ
連
邦
の
体
裁
を
整

え
る
手
法
が
と
ら
れ
る（

（
（

。
一
九
八
二
年
憲
法
の
人
権
保
障
を
軸
と
す
る
カ
ナ
ダ
立
憲
主
義
の
確
立
に
ケ
ベ
ッ
ク
を
取
り
込
む
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、

ケ
ベ
ッ
ク
は
つ
い
ぞ
、
こ
れ
を
批
准
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ミ
ー
チ
湖
や
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
な
ど
、
ケ
ベ
ッ
ク
を
取
り
込
む
た
め
の
憲

法
改
正
の
合
意
形
成
の
試
み
が
な
さ
れ
る
も
、こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
実
現
し
て
い
な
い
。国
家
の
憲
法
を
批
准
し
て
い
な
い
州
が
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ケ
ベ
ッ
ク
州
が
現
行
憲
法
を
批
准
す
べ
く
そ
の
憲
法
を
改
正
せ
よ
と
主
張
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
事
の
構
成
の
憲
法
的
編
入
に
あ
る
。 

Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
憲
法
上
の
機
関
で
は
な
く
、
憲
法
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
文
言
は
あ
り
、
一
九
八
二
年
憲
法
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
存
在
を
前

提
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
構
成
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
で
規
定
さ
れ
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
出
身
者
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
九
人
の
う
ち
三
人
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
な
お
、
一
九
八
二
年
憲
法
（
四
二
条
一
項
⒟
）
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
関
し
て
は
一
般
的
な
憲
法
改
正
の
手
続
（
三
八
条
）

に
よ
る
べ
し
と
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
事
の
構
成
、
特
に
そ
の
出
身
や
出
自
は
大
き
な
関
心
と
な
る
。

今
回
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
断
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
任
命
の
厳
格
化
に
止
ま
ら
ず
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
統
治
機
構
改
革
に
関
す
る
憲
法
的
限
界
を
積
極
的
に
明
確
に
し

て
い
く
傾
向
を
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
有
効
な
ツ
ー
ル
は
、照
会
（reference

）
と
い
う
カ
ナ
ダ
特
有
の
違
憲
審
査
権
行
使
で
、事
件
性
を
要
せ
ず
、



二
三
〇

し
か
も
立
法
の
前
に
政
府
の
う
か
が
い
に
基
づ
い
て
憲
法
判
断
権
を
行
使
す
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
根
拠
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
三
条
で
あ
り
、
総
督
は
憲
法
の
解

釈
に
か
か
わ
る
法
あ
る
い
は
事
実
の
重
要
な
問
題
を
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
照
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る（

（
（

。

カ
ナ
ダ
憲
法
は
形
式
的
に
一
九
八
二
年
憲
法
五
二
条
で
定
義
さ
れ
る
。
実
質
的
に
は
、「
ル
ー
ル
と
原
理
の
包
括
的
な
セ
ッ
ト
で
、
…
…
わ
れ
わ
れ
の
統

治
シ
ス
テ
ム
の
網
羅
的
な
法
枠
組
み
を
」
提
供
す
る（

（
（

。
た
だ
し
、
同
条
は
カ
ナ
ダ
憲
法
の
内
容
を
排
他
的
に
定
義
し
て
い
な
い（

（
（

。
政
府
権
限
は
憲
法
に
符

合
し
て
い
な
け
れ
ば
、
適
法
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（

（（
（

。
そ
れ
は
連
邦
と
州
の
権
限
配
分
に
加
え
て
、
連
邦
政
府
の
構
成
要
素
─
立
法
権
、
執
行
権
、

司
法
権
─
の
権
限
を
画
定
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
本
件
は
こ
の
認
識
を
改
め
て
自
覚
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

本
件
の
も
う
一
つ
の
、
そ
し
て
よ
り
重
要
な
判
断
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
事
の
構
成
の
法
は
憲
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
そ
れ
を
定
め
る
Ｓ
Ｃ
Ａ

は
、
形
式
的
に
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
五
二
条
が
定
義
す
る
カ
ナ
ダ
憲
法
を
構
成
す
る
法
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
議
会
の
み
通
常
に
制
定
法
と
し
て
自

由
に
改
正
で
き
る
と
も
解
さ
れ
る
。
同
条
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
は
最
高
法
規
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
（
一
項
）、
そ
れ
は
、
a.
こ
の
憲
法
を
含
む
一
九
八
二
年

カ
ナ
ダ
法
、
b.
別
表
が
列
挙
す
る
法
律
や
命
令
c.
ａ
ま
た
は
b
の
法
律
ま
た
は
命
令
の
改
正
を
含
む
（
二
項
）。
カ
ナ
ダ
憲
法
の
改
正
は
、
一
九
八
二
年
憲

法
第
五
部
（Part V

）
の
規
定
に
従
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
三
項
）。

Ｓ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
五
三
条
二
項
に
い
う
カ
ナ
ダ
憲
法
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
規
定
ぶ
り
か
ら
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
カ
ナ
ダ
憲
法
に
入
ら
ず
、
し
た
が
っ
て

憲
法
改
正
の
手
続
を
踏
む
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
憲
法
は
五
二
条
で
言
及
さ
れ
た
成
文
法
に
限
定
さ
れ
ず
、
基
本
法
を
含
む
と
解

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
五
二
条
二
項
は
「
カ
ナ
ダ
憲
法
は
以
下
の
も
の
を
含
む
（includes

）」
と
し
て
お
り
、
意
味
す
る
（m

eans

）
で
は
な
い
。
そ

の
定
義
は
排
他
的
で
な
い
こ
と
を
さ
す
。
判
例
は
、
五
二
条
二
項
の
定
義
は
完
結
的
で
は
な
く
、
議
会
特
権
（parliam

entary privilege

）
に
つ
い
て
、

そ
れ
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
不
文
の
教
義
も
こ
の
定
義
に
含
ま
れ
る
と
し
た（

（（
（

。
議
会
特
権
は
一
八
六
七
年
憲
法
の
前
文
「
英
国
の
憲
法
の
原
理

に
類
す
る
憲
法
」
か
ら
黙
示
さ
れ
る
と
す
る（

（（
（

。
し
か
し
Ｓ
Ｃ
Ａ
に
関
す
る
限
り
、
一
八
七
五
年
に
制
定
さ
れ
立
憲
的
に
も
確
立
し
た
法
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
五
二
条
の
憲
法
の
中
身
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
改
正
は
憲
法
改
正
の
手
続
を
踏
ま
な
く
て
も
よ

い
と
の
判
断
が
あ
る
と
読
む
の
が
、
自
然
な
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
の
点
は
実
に
カ
ナ
ダ
憲
法
解
釈
の
論
点
な
の
で
あ
る
。
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二
三
一

カ
ナ
ダ
憲
法
（
カ
ナ
ダ
憲
章
）
は
い
ま
や
ア
メ
リ
カ
憲
法
を
し
の
ぐ
、
現
在
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
憲
法
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
一
方
で
、
カ
ナ
ダ
立
憲
主
義
に
固
有
の
原
理
も
多
く
み
ら
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
選
任
や
構
成
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
典
型
は
、

ケ
ベ
ッ
ク
（
オ
ン
タ
リ
オ
も
同
様
）
と
い
う
特
定
の
州
か
ら
三
人
の
枠
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
連
邦
制
国
家
に
あ
っ
て
も
、
ア
メ

リ
カ
は
も
ち
ろ
ん
カ
ナ
ダ
と
同
じ
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
で
自
治
領
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
な
い
原
理
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
統
合
の
か
な
め
で
あ
り
、

そ
の
機
能
の
本
質
は
そ
の
判
事
構
成
に
あ
る（

（（
（

。司
法
権
の
最
上
位
の
裁
判
所
の
構
成
に
州
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
規
範
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
カ

ナ
ダ
の
裁
判
所
の
構
成
と
カ
ナ
ダ
憲
法
と
の
関
連
性
は
、
司
法
の
選
任
の
仕
方
に
あ
る
（
（（
（

」。

今
回
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
決
は
そ
の
立
憲
的
地
位
を
十
分
に
認
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
近
時
、
憲
法
判
断
に
積
極
的
な
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
国
民

の
関
心
も
高
ま
り
、
政
治
的
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
構
成
の
立
憲
的
価
値
を
確
認
し
た
こ
の
判
決
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の

特
異
な
性
格
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
連
邦
制
の
憲
法
原
理
の
具
体
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
展
開
を
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
本
判
決

の
経
過
と
中
身
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
の
カ
ナ
ダ
的
特
徴
を
整
理
す
る
。
そ
の
う
え
で
本
判
決
の
立
憲
的
な
意
義
を
鮮
明
に
す
る
。
そ

れ
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
解
釈
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
憲
法
的
立
ち
位
置
が
定
か
で
な
か
っ
た
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
が
憲
法
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
た
点
を
、
学
説
を
に
ら
み
な
が
ら
分
析
す
る
。
本
稿
で
は
、
カ
ナ
ダ
固
有
の
連
邦
制
の
立
憲
主
義
に
根
差
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
と
な

ろ
う
。

二　

最
高
裁
判
事
任
命
無
効
判
決

1　

事
件
の
概
要
─M

arc N
adon

の
任
命
経
緯（

（（
（

二
〇
一
三
年
八
月
三
一
日
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事M

フ
ィ
ッ
シ
ュ

orris
Fish

の
定
年
退
職
に
と
も
な
い
、
ハ
ー
パ
ー
保
守
党
政
権
は
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
事
の
Ｍ
・
ナ
ド



二
三
二

ン
を
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
に
指
名
し
、
翌
一
〇
月
三
日
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
任
命
し
た
。
一
〇
月
七
日
午
前
に
宣
誓
を
す
ま
せ
、
正
式
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事

と
な
る
ナ
ド
ン
の
任
命
の
経
緯
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ケ
ベ
ッ
ク
枠
の
判
事
で
あ
り
、
そ
の
後
任
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
の
法
務
大
臣
兼
法
務
長
官

P

マ
ッ
ケ
イ

eterM
ackay

は
、ケ
ベ
ッ
ク
州
法
務
長
官
、ケ
ベ
ッ
ク
州
司
法
長
官（Chief Justice

）、ケ
ベ
ッ
ク
上
級
裁
判
所
首
席
判
事
、連
邦
控
訴
裁
判
所
首
席
判
事
、

連
邦
裁
判
所
首
席
判
事
と
、
カ
ナ
ダ
法
曹
協
会
や
ケ
ベ
ッ
ク
法
曹
協
会
（Barreau de Q

uébec

）
を
含
む
、
権
威
あ
る
法
律
家
組
織
の
代
表
に
諮
問
し

た
（
（（
（

。
そ
こ
で
候
補
者
の
長
い
リ
ス
ト
が
作
ら
れ
、
こ
れ
が
連
邦
議
会
議
員
五
人
で
構
成
さ
れ
る
選
任
部
会
（selection panel

）
─
与
党
か
ら
三
人
と
、
野

党
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
党
首
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
二
名
─
で
審
査
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
任
命
選
任
審
査
団
（T

he Suprem
e Court of Canada A

ppointm
ents 

Selection Panel

）
は
、
こ
の
長
い
候
補
者
リ
ス
ト
か
ら
、
順
位
を
付
け
な
い
三
人
の
短
い
候
補
者
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
責
務
を
負
う
。
こ
れ
を
首
相
と

法
務
大
臣
に
考
量
の
た
め
に
答
申
す
る
。
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
選
定
さ
れ
た
一
名
が
、
議
会
の
委
員
会
で
の
公
聴
会
（public hearing

）
に
召
喚
さ
れ
て
、

質
疑
応
答
を
受
け
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
二
〇
〇
六
年
の
ロ
ス
テ
ィ
ン
に
始
ま
り
、
二
〇
一
一
年
のK

カ
ラ
カ
ッ
ァ
ニ
ス

arakatsanis

とM

モ
ル
デ
イ
バ
ー

oldaver

判
事
、
二
〇
一
二
年

のW

ワ
グ
ナ
ー

agner

判
事
の
任
命
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
ハ
ー
パ
ー
首
相
は
ナ
ド
ン
を
指
名
す
る
。
い
わ
く
、彼
の「
コ
モ
ン
ロ
ー
と
シ
ビ
ル
ロ
ー
に
つ
い
て
の
特
筆
す
べ
き
知
識
と
、

弁
護
士
、
判
事
、
仲
裁
者
と
し
て
の
豊
か
な
経
験
は
、
彼
を
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
輝
か
し
い
ラ
ン
ク
に
列
す
る
高
い
資
格
の
あ
る
も
の
と
さ
せ
た
。
私
は
彼
が
格
別

の
栄
誉
を
以
て
仕
え
る
こ
と
を
十
分
に
確
信
し
て
い
る
」。
ナ
ド
ン
は
一
〇
月
二
日
に
議
会
の
公
聴
会
で
聴
聞
に
さ
ら
さ
れ
る（

（（
（

。

ナ
ド
ン
は
、
一
九
七
三
年
にS

シ
ャ
ー
ブ
ル
ッ
ク

herbrooke

大
学
（
ケ
ベ
ッ
ク
州
）
で
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
法
学
位
を
取
得
し
、
一
九
七
四
年
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
に
な
る
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
時
ま
で
、
現
職
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
事
で
あ
り
、
そ
の
前
は
一
九
九
三
年
か
ら
連
邦
裁
判
所
の
判
事
で
あ
っ
た
。

一
九
九
四
年
に
軍
控
訴
裁
判
所
（Court M

artial A
ppeal Court of Canada

）
判
事
、
九
八
年
に
競
争
裁
判
所
司
法
委
員
を
歴
任
す
る
。
連
邦
の
裁
判

所
に
入
る
前
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
のFasken M

artineau W
alker

の
弁
護
士
で
あ
る
。
海
事
法
（M

aritim
e law

）
の
専
門
家
で
、
シ
ャ
ー
ブ
ル
ッ
ク

大
学
法
学
部
で
講
師
を
し
た
り
、
国
際
機
関
で
実
務
を
こ
な
し
た
り
、
著
書
も
出
し
た
り
し
て
い
る
。
任
命
時
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
教
育
委
員
会
委
員
長



二
三
三

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

で
あ
り
、
連
邦
裁
判
所
規
則
制
定
委
員
会
を
は
じ
め
、
裁
判
所
の
い
く
つ
か
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

ナ
ド
ン
は
か
つ
て
、
二
〇
年
以
上
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
も
の
の
、
任
命
時
は
連
邦
控
訴
裁
判
所
（Federal Court of A

ppeal

）

判
事
で
あ
っ
た
。
二
〇
年
ほ
ど
前
に
連
邦
裁
判
所
判
事
に
任
じ
ら
れ
た
時
、ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
を
や
め
て
い
る
。
一
九
九
三
年
連
邦
裁
判
所
事
実
審
（T

rial 

D
ivision

）
判
事
に
任
じ
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
割
り
当
て
ら
れ
た
一
〇
人
の
枠
の
中
で
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
控
訴
審

判
事
に
上
り
、
や
は
り
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
割
り
当
て
ら
れ
た
席
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た（

（（
（

。
こ
の
任
命
と
同
時
に
彼
の
資
格
に
つ
い
て
疑
義
が
提
起
さ
れ
る
。

ト
ロ
ン
ト
の
憲
法
弁
護
士
で
あ
るR

ガ
ラ
チ

occo
Galati

は
、
ナ
ド
ン
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
に
照
ら
し
て
資
格
が
な
い
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
連
邦
裁
判
所
に
訴
え
を
起
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
ナ
ド
ン
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
職
務
に
就
く
の
を
中
断
す
る
こ
と
と
し
た（

（（
（

。
こ
の
訴
え
に
関
し
て
、
政
府
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
照
会
を
行
っ
た
の
が
本
件
で

あ
る
。
総
督
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
三
条
に
基
づ
い
て
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
二
日
、
総
督
令
（P.C. 2013

─1105

）
を
出
し
て
、
後
掲
の
二
つ
の
諮
問
事
項
を

Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
提
起
し
た
。

そ
こ
で
の
問
題
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ナ
ド
ン
は
ケ
ベ
ッ
ク
枠
で
選
出
さ
れ
る
。
た
だ
、彼
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
過
去
に
一
〇
年
以
上
法
曹
経
験
が
あ
る
も
、

任
命
時
は
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
事
で
あ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
現
職
の
法
曹
で
は
な
い
。
ハ
ー
パ
ー
は
任
命
の
声
明
に
際
し
て
、
こ
う
し
た
事
実
が
任
命

の
資
格
を
欠
如
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
に
つ
い
て
、
前
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事I

ビ
ニ
ー

an
Binnie

に
確
認
し
、
彼
の
メ
モ
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
後
述
）。
さ
ら
に
同
じ

元
判
事
のL

シ
ャ
ロ
ン

ouise
Charron

に
も
諮
問
し
、
彼
女
も
「
連
邦
裁
判
所
判
事
は
、
彼
（
女
）
が
最
低
一
〇
年
ケ
ベ
ッ
ク
法
曹
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
限
り
、
ケ

ベ
ッ
ク
州
の
代
表
と
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
任
じ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
こ
と
に
何
の
疑
問
も
な
い
」
と
し
て
い
る
。
憲
法
学
者H

ホ
ッ
グ

ogg

も
、
同
様
に
ビ
ニ
ー
の
意

見
を
支
持
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
資
格
は
、
も
と
よ
り
憲
法
に
は
規
定
が
な
く
、
制
定
法
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
）
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
は
ま
ず
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
な

る
に
は
あ
る
州
で
連
続
し
て
一
〇
年
以
上
法
曹
（
判
事
や
弁
護
士
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
同
六
条
は
、
少
な
く
と
も
三
人
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の

上
級
裁
判
所
も
し
く
は
控
訴
裁
判
所
の
判
事
、
も
し
く
は
同
州
の
弁
護
士
の
中
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
一
項
）。
そ
の
た
め
に

は
、
そ
う
し
た
者
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
一
〇
年
以
上
引
き
続
い
て
法
曹
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ナ
ド
ン
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
と
し
て
過
去



二
三
四

に
二
〇
年
以
上
の
経
験
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
任
命
時
は
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
事
で
あ
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
で
は
な
い
。

二
〇
一
四
年
三
月
二
一
日
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
五
条
の
権
限
に
基
づ
い
て
ナ
ド
ン
の
任
命
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
に
反
す
る
と
判
断
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ハ
ー

パ
ー
は
、
白
紙
に
戻
っ
て
新
た
な
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
ケ
ベ
ッ
ク
枠
で
の
任
命
に
入
る
こ
と
と
な
る
（
判
決
は
ナ
ド
ン
は
定
数
外
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
事
に

な
る
と
し
た
）。
ハ
ー
パ
ー
は
こ
の
判
決
に
疑
問
を
抱
き
続
け
て
お
り
、
ナ
ド
ン
は
ケ
ベ
ッ
ク
法
曹
に
戻
り
次
期
候
補
に
上
が
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
と

い
っ
て
い
る（

（（
（

。

2　

最
高
裁
の
判
断

本
件
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
断
を
見
て
み
よ
う
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
政
府
の
諮
問
二
点
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
否
定
す
る
判
決
を
六
対
一
で
下
し
た
。

Ａ　

法
廷
意
見
：
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
首
席
判
事
、
ル
ベ
ル
、
ア
ベ
ラ
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
、
カ
ラ
カ
ツ
ァ
ニ
ス
、
ワ
グ
ナ
ー
判
事

⑴　

Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
と
六
条
の
解
釈

政
府
の
諮
問
の
第
一
点
は
、「
ケ
ベ
ッ
ク
法
曹
協
会
に
時
を
問
わ
ず
引
き
続
き
一
〇
年
以
上
法
曹
で
あ
っ
た
者
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
及
び
六
条
に
基
づ
い
て

ケ
ベ
ッ
ク
か
ら
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
任
じ
う
る
か
」、
で
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
と
六
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る（

（（
（

。

五
条　

継
続
し
て
最
低
一
〇
年
州
の
法
曹
で
、
弁
護
士
ま
た
は
州
の
上
級
裁
判
所
判
事
で
あ
る
、
も
し
く
は
あ
っ
た
（is or has been

）
い
か
な
る
者
も
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判

事
に
任
じ
ら
れ
う
る 

。

五
・
一
条　

よ
り
確
か
に
、
五
条
の
目
的
の
た
め
に
、
時
を
問
わ
ず
（at any tim

e; autrefois

）、
州
の
法
曹
で
継
続
し
て
最
低
一
〇
年
弁
護
士
で
あ
っ
た
者
は
、 

Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
任
じ
ら
れ
う
る
。 

六
条　

Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
最
低
三
人
は
、ケ
ベ
ッ
ク
州
の
上
級
裁
判
所
も
し
く
は
控
訴
裁
判
所
の
判
事
か
ら
、ま
た
は
、同
州
の
弁
護
士
か
ら
、任
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 



二
三
五

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

六
・
一
条　

よ
り
確
か
に
、
六
条
の
目
的
の
た
め
に
、
当
該
弁
護
士
が
時
を
問
わ
ず
、
継
続
し
て
最
低
一
〇
年
同
州
の
法
曹
の
弁
護
士
で
あ
っ
た
な
ら
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事

は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
弁
護
士
の
間
か
ら
で
あ
る
。 

本
件
で
は
こ
れ
ら
の
条
文
の
解
釈
を
行
う
。
争
点
は
、
こ
の
六
条
は
現
職
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
に
限
定
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
過
去
に
そ
う
で
あ
っ

た
者
を
含
む
の
か
で
あ
る
。
ナ
ド
ン
は
任
命
時
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
で
は
な
か
っ
た
が
、
過
去
に
お
い
て
一
〇
年
以
上
同
州
の
法
曹
で
あ
っ
た
。
現
職

の
ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
で
は
な
い
の
で
、
前
者
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
と
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
資
格
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
と
な
る
。

政
府
（
法
務
長
官
）
は
、
五
条
は
一
般
的
な
原
則
を
述
べ
て
お
り
、
六
条
は
こ
れ
を
制
限
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
変
更
や
緩
和
修
正
す
る
も
の
で

も
な
く
、ケ
ベ
ッ
ク
で
選
出
さ
れ
る
判
事
は
同
州
の
一
般
的
な
資
格
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
意
味
だ
と
解
し
た
。
し
か
し
、Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、

Ｓ
Ｃ
Ａ
「
六
条
は
、五
条
で
の
資
格
要
件
を
満
た
す
人
々
の
四
つ
の
集
団
か
ら
の
プ
ー
ル
を
、六
条
で
の
資
格
要
件
を
満
た
す
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
狭
め
る
」

も
の
だ
と
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
る
三
人
は
五
条
の
要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
現
職
の
法
曹
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

解
し
た
（para 17

）。

そ
の
根
拠
は
四
つ
あ
る
（para 18

）。
第
一
に
、
六
条
の
文
言
の
平
易
明
白
な
意
味
（plain m

eaning

）
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
制
定
以
来
、

一
貫
し
て
元
職
者
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
五
条
と
六
条
の
文
言
の
規
定
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三

に
、
六
条
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
専
門
家
を
も
つ
こ
と
と
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
法
伝
統
と
社
会
的
価
値
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
表

さ
れ
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
へ
の
信
頼
を
維
持
さ
せ
る
の
を
確
保
す
る
と
い
う
二
重
の
目
的
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
こ
の
解
釈
は
個

別
の
判
事
の
任
命
に
お
い
て
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
広
い
枠
組
み
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
五
条
と
六
条
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
創
設
当
初
の
一
八
七
五
年
制
定
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
四
条
に
原
型
を
見
出
す
。
そ
れ
は
、
他
の
州
も
含
め
て
ケ
ベ
ッ
ク
も
当
該

州
の
現
職
の
法
律
家
と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
（para 21

）。
現
職
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
か
ら
選
ぶ
の
は
法
の
一
貫
し
た
考
え
方
で
あ
る
（para 27

）。

確
か
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
は
前
職
を
含
み
、
現
職
に
限
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
裁
判
所
判
事
は
、
あ
る
州
で
一
〇
年
以
上
法
曹
で
あ
っ
た
な



二
三
六

ら
ば
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
資
格
要
件
を
満
た
す
（paras 33, 34

）。
政
府
が
い
う
よ
う
に
、
五
条
と
六
条
は
一
緒
く
た
に
読
ま
れ
る
べ
き
と
の
考
え
も
あ
る
。

し
か
し
、
六
条
は
明
ら
か
に
文
言
を
変
え
て
お
り
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
条
文
で
は
、
現
職
の
判
事
や
弁
護
士
か
ら
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

前
職
を
含
ん
で
は
い
な
い
（para 41

）。

こ
う
し
た
解
釈
は
六
条
の
趣
旨
に
符
合
す
る
。
三
人
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
釈
し
て
ケ
ベ
ッ
ク
を
保
護
し
て
い
る
の
は
、

Ｓ
Ｃ
Ｃ
創
設
の
核
と
な
る
部
分
で
あ
り
、
六
条
の
趣
旨
解
釈
（purposive

）
は
こ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
六
条
の
目
的
は
、
Ｓ

Ｃ
Ｃ
に
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
訓
練
と
経
験
を
確
保
さ
せ
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
固
有
の
法
伝
統
と
社
会
的
価
値
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
代
表
さ
れ
、
も
っ
て

Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
ケ
ベ
ッ
ク
の
人
民
の
信
頼
を
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
権
利
の
最
後
の
仲
裁
者
と
し
て
高
め
さ
せ
る
の
を
、
確
保
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
」（para 

49

）。
六
条
の
目
的
は
五
条
の
そ
れ
と
明
ら
か
に
異
な
る
。
五
条
は
広
汎
な
資
格
者
の
プ
ー
ル
を
確
保
し
、
六
条
は
制
限
的
で
あ
る
。
五
条
の
プ
ー
ル
か
ら

六
条
で
排
除
さ
れ
る
の
は
、
議
会
が
ケ
ベ
ッ
ク
の
法
文
化
を
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
反
映
す
る
の
を
確
保
さ
せ
る
目
的
か
ら
で
あ
る
（paras 56, 69

）。「
い
か
な
る
時

で
も
ケ
ベ
ッ
ク
法
曹
協
会
に
一
〇
年
以
上
弁
護
士
で
あ
っ
た
者
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
任
じ
ら
れ
う
る
の
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
六
条
で
は

な
い
。
六
条
で
三
人
の
任
命
は
、
五
条
で
定
立
さ
れ
た
要
件
に
加
え
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
上
級
裁
判
所
あ
る
い
は
控
訴
裁
判
所
、
ま
た
は
同
州
法
曹
協
会

の
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
裁
判
所
あ
る
い
は
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
事
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
六
条
で
の
任
命
で
は
資
格

が
な
い
」（para 71

）。

⑵　

前
職
の
資
格
要
件
を
法
定
化
す
る
許
容
性

照
会
の
第
二
点
は
、「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
の
条
件
と
し
て
、
あ
る
州
の
法
曹
に
引
き
続
い
て
一
〇
年
以
上
バ
リ
ス
タ
あ
る
い
は
弁
護
士
に
以
前

（previously

）
あ
っ
た
こ
と
を
要
件
と
す
る
立
法
を
、
議
会
は
制
定
し
得
る
か
、
あ
る
い
は
経
済
行
動
計
画
二
〇
一
三
年
法
第
二
号
（Econom

ic 

A
ction Plan 2013 A

ct, N
o. 2

）
と
題
さ
れ
た
法
案
の
四
七
一
条
と
四
七
二
条
に
規
定
さ
れ
た
よ
う
な
宣
言
的
な
附
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
を
変
更
す
る
よ
う
な
宣
言
的
立
法
を
議
会
は
制
定
し
う
る
か
（para 72

）。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。「
議

会
は
一
方
的
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
現
在
の
構
成
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
本
質
的
様
相
は
一
九
八
二
年
憲
法
第
五
部
に
よ
っ
て
憲
法
上
保
護
さ
れ
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て
い
る
。
ゆ
え
に
議
会
と
州
立
法
府
の
一
致
し
た
同
意
を
要
す
る
」（para 74

）。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
は
、
同
憲
法
四
一
条
で
規
定
さ
れ
た
手
続
の
下
で
の
み
、

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
八
二
年
憲
法
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
関
し
て
は
、
各
州
立
法
議
会
と
連
邦
議
会
上
下
両
院
の
議
決
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
き
の
み
、
カ
ナ
ダ
国

璽
の
あ
る
総
督
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
公
布
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
カ
ナ
ダ
憲
法
改
正
に
よ
る
と
し
て
い
る
（
四
一
条
⒟
）。

第
一
に
、
な
ぜ
憲
法
は
か
か
る
保
護
を
設
け
た
の
か
の
歴
史
を
見
る
（paras 77

─95

）。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
一
八
六
七
年
憲
法
で
は
設
け
ら
れ
ず
、
最
終
上
告

審
は
英
本
国
の
枢
密
院
司
法
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
同
憲
法
で
は
議
会
が
立
法
で
一
般
的
な
上
告
裁
判
所
（a general court of 

appeal for Canada

）
を
設
け
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
一
〇
一
条
（
（（
（

）。
一
八
六
八
─
七
五
年
に
か
け
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
創
設
が
論
じ
ら
れ
る
に
際
し
、
ケ
ベ
ッ

ク
の
法
律
家
の
席
を
確
保
す
る
こ
と
が
争
点
と
な
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
が
あ
る
の
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
必
要
な
の
か
も
議
論
と
な
る
。
一
八
七
五
年
に

Ｓ
Ｃ
Ａ
が
制
定
さ
れ
、
民
刑
事
、
そ
し
て
憲
法
事
件
の
一
般
的
な
上
告
審
と
し
て
、
ま
た
総
督
か
ら
照
会
事
件
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
、
設
置
さ
れ

る
。
一
九
三
一
年
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
で
認
め
ら
れ
た
権
限
に
基
づ
い
て（

（（
（

、
一
九
三
三
年
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
刑
事
上
告
審
が
廃
さ
れ
、
さ
ら
に

一
九
四
九
年
に
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
最
終
上
告
審
と
な
る
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
カ
ナ
ダ
で
の
最
終
上
告
審
査
権
限
を
そ
の
ま
ま
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
引
き
継
ぐ
こ
と
を

意
味
し
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
連
邦
制
に
関
し
て
判
断
し
、
カ
ナ
ダ
の
統
一
さ
れ
た
裁
判
所
制
度
の
要
石
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
連
邦
制
度
の
一
部
を
形
成
す
る

機
関
と
し
て
、重
要
な
役
割
を
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
配
分
さ
れ
た
権
限
の
最
終
的
な
仲
介
者
と
し
て
、シ
ビ
ル
ロ
ー
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ビ
ル
ロ
ー
）

と
コ
モ
ン
ロ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
者
と
し
て
、
連
邦
と
州
の
両
方
の
利
益
に
か
か
わ
る
憲
法
上
不
可
欠
な
機
関
と
し
て
出
現
し
た
。

一
九
八
二
年
憲
法
は
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
機
関
と
し
て
の
地
位
を
明
確
に
す
る
。
カ
ナ
ダ
憲
章
の
採
択

に
よ
る
憲
法
の
母
国
化
（patriation

）
で
、「
最
高
法
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
憲
法
に
、
国
家
行
為
が
反
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
権
限
を
認
め
ら
れ
る

（
一
九
八
二
年
憲
法
五
二
条
）。
憲
法
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
憲
法
の
番
人
と
し
て
の
地
位
を
確
証
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
護
し
た
の
で
あ
る
。
憲
法
第
五

部
の
四
一
条
⒟
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
五
部
は
一
九
八
一
年
の
、ケ
ベ
ッ
ク
も
加
わ
っ
て
い
る
八
州
に
よ
る
四
月
合
意
（A

pril A
ccord

）
に
そ
の
源
が
あ
る
。

「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
憲
法
を
含
む
カ
ナ
ダ
及
び
州
の
法
す
べ
て
に
関
す
る
上
告
審
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
最
終
上
告
裁
判
所
へ
と
変
転
し
た
結
果
、
憲
法
上
の
地
位
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を
獲
得
し
た
。
こ
の
地
位
は
一
九
八
二
年
憲
法
で
確
認
さ
れ
、
そ
れ
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
と
そ
の
他
本
質
的
な
様
相
の
変
更
は
厳
格
な
改
正
手
続
に
服
さ
せ

る
と
し
た
の
で
あ
る
」（para 95

）。

第
二
に
、
法
務
長
官
の
議
論
を
検
討
す
る
（paras 96

─103

）。
法
務
長
官
は
、
A
一
九
八
二
年
憲
法
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
言
及
は
何
の
法
的
意
味
も
な
い
、
B

一
九
八
七
年
の
ミ
ー
チ
湖
合
意
と
一
九
九
二
年
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
合
意
の
失
敗
は
、
そ
う
し
た
要
請
が
一
九
八
二
年
に
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
、
連
邦
も
州
も
理
解
し
て
い
た
こ
と
の
証
だ
、
と
論
じ
て
い
る
。

A
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
一
九
八
二
年
憲
法
五
二
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
同
憲
法
第
五
部
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
空

の
花
瓶
（Em

pty V
essels

）
理
論
）。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
議
会
が
勝
手
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
構
造
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ケ

ベ
ッ
ク
が
一
貫
し
て
反
対
し
て
い
る
し
、こ
れ
ま
で
の
カ
ナ
ダ
で
の
憲
法
改
正
の
議
論
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。な
る
ほ
ど
一
八
六
七
年
憲
法
一
〇
一
条
は
、

議
会
に
裁
判
所
の
組
織
権
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
憲
法
の
構
造
で
あ
っ
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
変
転
に
よ
っ
て
凌
駕
さ
れ
、
い
ま
や
こ
の
一
〇
一
条

が
要
請
す
る
の
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
今
日
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
本
質
を
議
会
が
維
持
し
、
保
護
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

B
に
つ
い
て
、
憲
法
改
正
に
関
す
る
こ
の
両
方
の
合
意
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
つ
い
て
一
致
を
試
み
た
も
の
の
、
同
意
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

一
九
八
二
年
憲
法
に
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
を
憲
法
的
に
保
護
す
る
同
意
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
一
九
八
二
年
憲
法
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
現
状

を
保
護
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
を
含
む
。
両
合
意
の
失
敗
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
憲
法
上
の
役
割
に
関
す
る
現
状
を
変
え
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

第
三
に
、
議
会
が
制
定
し
た
宣
言
的
条
項
の
効
果
で
あ
る
（paras 104
─106

）。
Ｓ
Ｃ
Ａ
六
条
は
な
に
よ
り
も
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
コ
モ
ン
ロ
ー
と
シ
ビ
ル
ロ
ー

の
二
重
の
法
の
枠
を
反
映
し
、
歴
史
的
妥
協
の
鍵
を
表
す
。
ケ
ベ
ッ
ク
か
ら
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
の
任
命
資
格
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
か
か
わ
る
の
で
あ
り
、

同
条
の
改
正
は
憲
法
改
正
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

B　

反
対
意
見
：
モ
ル
デ
イ
バ
ー
判
事
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法
廷
意
見
に
対
し
て
、
モ
ル
デ
イ
バ
ー
だ
け
が
以
下
の
よ
う
な
反
対
意
見
を
述
べ
る
（paras 108

─154

）。

Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
は
現
職
元
職
両
方
を
含
む
の
は
、
争
い
が
な
い
。
六
条
が
現
職
に
限
定
し
て
い
る
の
か
が
争
い
と
な
る
。
法
廷
意
見
は
そ
う
だ
と
す
る
が
、

六
条
の
条
文
、
コ
ン
テ
キ
ス
ト
、
歴
史
あ
る
い
は
趣
旨
か
ら
そ
う
は
解
し
得
ず
、
現
職
が
要
件
と
さ
れ
た
こ
と
は
全
く
な
い
。
六
条
は
五
条
の
要
件
を
満

た
す
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
司
法
機
関
か
ら
選
ば
れ
る
と
す
る
の
み
で
、
い
か
な
る
要
件
も
さ
ら
に
課
す
も
の
で
は
な
い
。

五
条
と
六
条
は
ほ
ど
け
な
い
ほ
ど
（inextricably

）
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
五
条
は
一
般
的
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
判
事
の
任
命
資
格
者
の
プ
ー
ル
を
示
し
、
六
条

は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
三
人
に
つ
い
て
、
五
条
と
同
様
の
要
件
が
当
て
は
ま
る
と
し
て
い
る
の
だ
。
五
条
の
「
何
人
も
（any person

）」
は
、
同
条
が
す
べ
て

の
人
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
六
条
の
「
そ
の
判
事
（the judges

）」
は
、
明
確
に
五
条
で
規
定
さ
れ
た
判
事
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
明

ら
か
に
、
ど
の
判
事
が
六
条
で
言
及
さ
れ
て
い
て
そ
れ
ら
の
任
命
資
格
が
何
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
に
は
、
五
条
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は

制
定
法
解
釈
の
通
常
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
六
条
が
現
職
に
限
定
し
て
い
る
と
読
む
根
拠
は
、
法
文
の
ど
こ
に
も
な
い
。
も
し
そ
う
読
む
の
な
ら
、
立
法
者

は
明
確
に
現
職
に
限
定
す
る
規
定
を
設
け
た
は
ず
で
あ
る
。

個
別
の
判
事
（ad hoc judge

）
の
任
命
に
つ
い
て
規
定
し
た
Ｓ
Ｃ
Ａ
三
〇
条
の
規
定
で
も（

（（
（

、
法
廷
意
見
の
解
釈
は
担
保
さ
れ
な
い
。
同
条
に
は
連
邦

裁
判
所
で
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
判
事
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
理
由
を
み
る
に
は
同
条
の
立
法
経
緯
を
た
ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
一
八

年
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
欠
員
が
出
た
の
で
こ
れ
が
制
定
さ
れ
る
。
実
務
的
な
理
由
か
ら
、
ま
ず
オ
タ
ワ
に
あ
っ
たExchequer Court

（
財
務
裁
判
所
）
か

ら
判
事
と
陪
席
判
事
（assistant judge

）
が
選
ば
れ
、後
者
は
ケ
ベ
ッ
ク
と
さ
れ
た
。
コ
モ
ン
ロ
ー
と
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
の
で
あ
る
。

議
会
は
二
つ
の
目
的
を
三
〇
条
に
込
め
た
。
第
一
の
、
そ
し
て
主
た
る
目
的
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
そ
の
職
務
を
全
う
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
で
あ
り
、

第
二
に
、
シ
ビ
ル
ロ
ー
判
事
が
コ
モ
ン
ロ
ー
事
件
で
多
数
を
形
成
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
の
連
邦
裁
判
所
に
ケ
ベ
ッ

ク
州
の
判
事
を
戴
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
は
「
潜
在
的
な
候
補
者
の
プ
ー
ル
の
た
め
に
最
低
限
の
資
格
基
準
を
設
定
し
た
」。
一
方
で
、
六
条
は
「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
決
め
ら
れ

た
数
の
判
事
は
シ
ビ
ル
ロ
ー
で
訓
練
を
受
け
、
ケ
ベ
ッ
ク
を
代
表
す
る
の
を
確
保
す
る
」
の
が
目
的
で
あ
る
。
多
数
意
見
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ケ
ベ
ッ
ク
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の
社
会
的
価
値
を
反
映
さ
せ
る
と
の
目
的
は
、
見
出
し
得
な
い
。
六
条
の
目
的
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
で
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
信
頼
を
鼓
舞
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
シ
ビ
ル
ロ
ー

の
伝
統
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
現
職
に
限
定
す
る
と
の
解
釈
と
な
る
証
拠
に
は
な
ら
ず
、
か
か
る
根
拠
は
つ
い
ぞ
見
出
し
得

な
い
。
さ
ら
に
現
職
に
限
定
す
る
解
釈
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
信
頼
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
現
実
に
一
〇
年
以
上
同
州

の
法
曹
で
あ
る
現
職
は
一
六
〇
〇
〇
人
以
上
い
る
が
、
そ
の
う
ち
任
じ
ら
れ
る
の
は
一
人
で
あ
る
。
現
職
で
あ
る
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
実
際
的
理
由
も

な
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
照
会
第
一
の
問
題
は
肯
定
的
に
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
二
の
問
題
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。

3　

小　
　
　

括

政
府
の
法
解
釈
を
否
定
し
、
首
相
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
任
命
行
為
を
違
法
と
判
断
し
た
、
本
件
の
政
治
的
イ
ン
パ
ク
ト
は
は
か
り
知
れ
な
い
。
本
判
決
の

法
的
な
意
義
は
、
第
一
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
は
現
職
の
そ
れ
で
あ
る
と
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
解
釈
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構

成
は
憲
法
で
保
護
さ
れ
、ゆ
え
に
そ
の
変
更
は
改
正
事
項
で
あ
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
を
規
定
す
る
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
憲
法
で
は
な
い（
一
九
八
二

年
憲
法
五
二
条
二
項
⒝
の
定
め
る
別
表
に
含
ま
れ
て
い
な
い
）
け
れ
ど
も
、
四
二
条
一
項
⒟
に
よ
り
三
八
条
の
一
般
改
正
手
続
の
対
象
と
な
る
と
し
た
。

そ
れ
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
の
法
は
憲
法
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た（constitutionally entrenched

）こ
と
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点
と
も
、

モ
ル
デ
イ
バ
ー
が
一
部
反
対
し
て
い
る
よ
う
に
、憲
法
解
釈
の
争
点
で
あ
り
、異
な
る
解
釈
が
あ
り
う
る
。以
下
、学
説
を
踏
ま
え
て
こ
の
二
点
を
検
討
す
る
。

三　

最
高
裁
判
所
の
構
成
─
ケ
ベ
ッ
ク
の
緊
密
性

１　

本
判
決
後
の
展
開
─
政
治

ハ
ー
パ
ー
政
権
は
こ
の
判
決
に
「
実
に
驚
い
た
（genuinely surprised

）（
（（
（

」。
ハ
ー
パ
ー
政
権
に
は
さ
す
が
に
政
治
的
打
撃
と
な
っ
た（

（（
（

。
自
由
党
幹
事



二
四
一

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

の
ト
ル
ー
ド
は
、
こ
の
判
決
が
ハ
ー
パ
ー
の
判
断
力
に
深
刻
な
疑
問
を
呈
す
る
と
と
も
に
、
依
然
、
彼
の
選
任
プ
ロ
セ
ス
が
続
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、
重

大
な
先
例
に
な
る
と
い
う
。
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
はL

レ
ベ
ル

ouis
LeBel

も
定
年
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
任
の
判
事
の
選
任
に
も
影
響

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

ハ
ー
パ
ー
は
、
マ
ー
チ
ン
か
ら
政
権
を
奪
取
し
た
と
き
よ
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
プ
ロ
セ
ス
に
透
明
性
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
尽
す
べ
く
、
改
革
を

行
っ
て
き
た
。
ナ
ド
ン
も
、
与
党
主
導
で
あ
る
が
、
議
会
の
公
聴
会
を
経
て
い
る
。
専
門
家
や
議
会
人
ま
で
そ
の
資
格
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
、
議
論
ま

で
し
て
公
式
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
違
法
と
判
断
さ
れ
る
と
は
、
い
っ
た
い
改
革
さ
れ
た
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の

か
と
訝
し
く
な
る（

（（
（

。
と
も
あ
れ
、
保
守
系
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
を
か
た
め
た
い
と
の
ハ
ー
パ
ー
の
意
向
は
頓
挫
す
る（

（（
（

。

一
方
で
、
ハ
ー
パ
ー
側
は
現
職
の
連
邦
裁
判
所
判
事
を
ケ
ベ
ッ
ク
枠
で
選
出
さ
せ
る
の
に
、
リ
ス
ク
も
覚
悟
し
て
い
た
よ
う
だ（

（（
（

。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の

解
釈
で
だ
め
で
も
、
そ
れ
を
改
正
し
て
ナ
ド
ン
を
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
入
れ
さ
せ
る
戦
略
が
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
を
議
会
で
改
正
す
る
こ
と
で
な
し
う
る
か
を
照
会
し
た
こ
と

に
も
表
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
こ
れ
も
だ
め
と
し
た
の
で
あ
り
、ハ
ー
パ
ー
の
企
て
は
つ
い
え
た
。
当
面
、Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
八
人
の
判
事
の
ま
ま
で
あ
り
、ケ
ベ
ッ

ク
枠
は
二
人
し
か
い
な
い
こ
と
と
あ
い
な
る（

（（
（

。
こ
れ
は
連
邦
制
の
視
点
も
含
め
、
政
治
問
題
化
す
る
懸
念
が
あ
ろ
う
。
ナ
ド
ン
は
一
〇
月
に
任
じ
ら
れ
て

お
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
判
決
で
失
職
す
る
ま
で
は
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
と
み
れ
ば
、
そ
の
間
の
給
与

等
コ
ス
ト
が
問
題
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

そ
う
し
た
矢
先
、
二
〇
一
四
年
六
月
三
日
、
ハ
ー
パ
ー
は
ナ
ド
ン
が
占
め
る
は
ず
で
あ
っ
た
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
判
事
後
任
の
ケ
ベ
ッ
ク
枠
に
、
ケ
ベ
ッ
ク

州
控
訴
裁
判
所
判
事Clém

ent
Gascon

を
任
命
し
、
九
日
に
も
着
任
す
る
と
発
表
し
た（

（（
（

。
判
決
か
ら
三
ヶ
月
後
、
空
席
が
生
じ
て
か
ら
約
九
カ
月
、
や
っ

と
埋
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
ス
コ
ン
は
二
〇
一
二
年
か
ら
当
該
職
に
あ
り
、
そ
の
前
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
州
上
級
裁
判
所
判
事
、
さ
ら
に
そ
の

前
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
本
拠
を
置
く
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
で
あ
っ
た
。
マ
ギ
ル
大
学
で
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
法
学
位
を
と
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
や
労
働
法
の

専
門
家
と
し
て
著
作
も
あ
り
、
教
育
の
経
験
も
有
す
る
。

ハ
ー
パ
ー
は
任
命
に
際
し
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
ガ
ス
コ
ン
判
事
を
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
任
命
す
る
こ
と
は
私
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、ケ
ベ
ッ
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ク
州
控
訴
裁
判
所
判
事
で
、ガ
ス
コ
ン
判
事
の
豊
か
な
法
の
学
識
と
経
験
は
、こ
の
重
要
な
カ
ナ
ダ
の
機
関
に
有
意
義
な
利
益
を
持
た
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

彼
の
任
命
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
法
共
同
体
の
卓
越
し
た
メ
ン
バ
ー
に
広
く
諮
問
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
」。
そ
の
評
判
は
高
く
、
こ
の
任
命
は
好
意
的
に
受
け

取
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
現
Ｓ
Ｃ
Ｃ
首
席
判
事M

マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン

cLachlin

は
彼
を
「
際
立
っ
た
法
律
家
」
と
称
賛
し
、
そ
の
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
技
量
を
強
調
し
た（

（（
（

。
ナ
ド

ン
に
端
を
発
す
る
一
連
の
判
事
任
命
の
プ
ロ
セ
ス
で
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
と
保
守
党
政
権
の
間
に
は
波
風
が
立
ち
、
彼
女
が
首
相
の
任
命
に
ち
ゃ
ち
ゃ
を
入

れ
た
等
、
憲
法
問
題
を
提
起
す
る
も
の
も
あ
る
。

な
お
、
こ
の
任
命
に
際
し
て
は
、
ハ
ー
パ
ー
が
首
相
就
任
か
ら
六
年
来
行
っ
て
き
た
（
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
現
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
は
実
施
し
な
か
っ
た
）
議
会

で
の
判
事
の
公
聴
会
は
、
ガ
ス
コ
ン
に
つ
い
て
は
行
わ
な
い
と
し
た（

（（
（

。
首
相
筋
に
よ
れ
ば
、
最
早
一
刻
の
猶
予
も
な
く
席
を
埋
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
だ
と
す
る
。
ガ
ス
コ
ン
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
に
ナ
ド
ン
が
任
命
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
で
は
最
終
的
な
六
人
の
候
補
者
リ
ス
ト
に
は
挙
が
っ
て
お
ら
ず
、

当
時
は
政
権
が
ナ
ド
ン
を
是
が
非
で
も
任
命
し
た
い
と
の
企
図
が
露
骨
で
あ
っ
た
と
の
憶
測
も
流
れ
て
い
る（

（（
（

。

判
事
任
命
は
執
行
権
の
専
権
で
、
政
治
問
題
あ
る
い
は
高
度
に
裁
量
に
属
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
決
定
を
司
法
権
が
覆
す
の
は
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な

い
。
ア
メ
リ
カ
も
、
上
院
で
不
承
認
の
ケ
ー
ス
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
、
司
法
判
断
ま
で
仰
ぎ
、
し
か
も
任
命
が
反
古
に
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
し
に
く
い（

（（
（

。

一
般
に
、
最
高
裁
判
事
の
任
命
資
格
の
判
断
に
は
執
行
権
に
広
汎
な
裁
量
を
認
め
る
構
造
か
ら
、
法
の
要
件
も
法
学
の
識
見
を
備
え
て
い
る
と
か
、
何
年

以
上
の
実
務
経
験
と
か
い
っ
た
「
あ
そ
び
」
の
要
素
を
多
く
含
ん
だ
要
件
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
一
定
の
期
間
の
経
験
年
数
と
か
年
齢
と
い
っ
た
形
式
的

要
件
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
解
釈
の
問
題
を
惹
起
せ
し
め
な
い
も
の
で
あ
り
、
執
行
権
の
判
事
任
命
の
当
不
当
や
、
適
任
か
ど
う
か
が
議
論
を
呼
ぶ

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
違
法
性
あ
る
い
は
違
憲
性
が
問
題
に
な
る
、
つ
ま
り
裁
判
所
の
判
断
の
対
象
に
な
る
よ
う
な
法
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に

か
か
る
高
度
な
裁
量
事
項
に
司
法
権
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
は
、
自
己
抑
制
が
働
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
件
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
こ
の
領
域
に
果
敢
に
踏
み
込
ん
だ
。〝
Ｓ
Ｃ
Ａ
解
釈
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
は
執
行
権
の
裁
量
で
あ
り
、
司
法
権
の
判
断
す
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
〟
と
の
逃
げ
の
判
断
は
行
わ
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
自
ら
、
も
は
や
い
ず
れ
の
者
の
使
い
走
り
の
少
年
（errand boy

）
で
は
な
い
こ

と
を
示
し
た
の
で
あ
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
政
府
任
命
行
為
を
無
効
に
す
る
精
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
と
見
せ
る
こ
と
で
、
独
立
性
を
示
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ



二
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三

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

が
、
そ
の
構
成
は
憲
法
改
正
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
時
の
構
成
が
憲
法
で
保
護
さ
れ
て
い
る

と
宣
言
す
る
こ
と
で
、
憲
法
上
独
立
し
た
地
位
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た（

（（
（

。

本
件
は
照
会
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
解
釈
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
判
断
し
な
い
選
択
肢
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
カ
ナ
ダ
は
ア
メ

リ
カ
の
よ
う
な
政
治
問
題
の
法
理
は
と
っ
て
い
な
い
。
無
論
、政
治
性
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本
判
決
当
時
、ケ
ベ
ッ
ク
州
は
分
離
党
が
政
権
を
握
っ
て
お
り
、

ケ
ベ
ッ
ク
州
総
選
挙
ま
で
三
週
間
を
切
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
こ
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
き
っ
ぱ
り
と
、
自
ら
が
連
邦
の
制
度
に
あ
っ
て
ケ
ベ
ッ
ク
の
「
社

会
的
価
値
」
の
声
を
保
障
す
る
機
関
で
あ
る
と
宣
言
し
た
の
だ（

（（
（

。

そ
う
ま
で
し
て
本
件
判
断
に
至
っ
た
の
に
、
筆
者
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
の
カ
ナ
ダ
的
な
特
徴
を
み
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
は
連
邦
制
に
配
慮
し
た
、
そ
れ
で

い
て
偏
り
の
あ
る
構
成
を
法
定
し
て
い
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
と
オ
ン
タ
リ
オ
（
後
者
は
慣
例
）
か
ら
各
三
人
ず
つ
、
つ
ま
り
そ
れ
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
三
分
の
二

が
占
め
ら
れ
る（

（（
（

。
と
り
わ
け
ケ
ベ
ッ
ク
の
三
人
は
一
連
の
憲
法
改
正
作
業
、
さ
ら
に
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
前
後
で
も
憲
法
的
編
入
が
唱
え
ら
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
は
三
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、Ｓ
Ｃ
Ａ
で
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、憲
法
的
価
値
を
有
す
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
本
件
で
こ
の
点
を
曖
昧
に
せ
ず
に
首
相
の
決
定
を
無
効
に
し
た
の
は
、
こ
こ
に
憲
法
的
価
値
、
カ
ナ
ダ
連
邦
制
の
真
髄

を
見
出
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

本
件
の
二
つ
の
判
断
事
項
は
、
憲
法
解
釈
あ
る
い
は
法
解
釈
の
大
問
題
で
あ
っ
た
。
本
件
第
一
の
諮
問
事
項
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
解
釈
の
問
題
で
あ
り
、
議

会
の
意
思
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
一
九
八
二
年
憲
法
に
よ
っ
て
立
憲
的
機
関
で
あ
る
と
の
地
位
を
黙
示
的
に
獲
得
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

一
八
六
七
年
憲
法
一
〇
一
条
に
よ
り
議
会
制
定
法
で
創
設
さ
れ
た
連
邦
の
上
告
裁
判
所
で
あ
り
、
そ
の
権
限
や
構
成
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
は
、
第
一
次

的
に
は
立
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
明
確
に
さ
れ
る
。
本
判
決
で
注
目
す
べ
き
は
第
二
の
諮
問
事
項
で
、
そ
う
は
い
っ
て
も
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
は
一
九
八
二
年
憲
法
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
憲
法
改
正
事
項
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
憲
法
で
は
、
統
治
機
構
に
関
し
て
何
が
立
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
規
定
で
き
る
事
項
で
あ
り
、
何
が

そ
う
で
な
く
憲
法
改
正
を
要
す
る
か
の
境
界
が
明
確
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
本
件
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
条
文
に
忠
実
に
従
っ
て
判

断
し
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
本
判
断
の
後
、
二
〇
一
四
年
四
月
二
五
日
、
上
院
の
改
革
の
立
法
案
に
つ
い
て
そ
れ
が
立
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
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憲
法
改
正
事
項
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た（

（（
（

。
こ
れ
と
相
ま
っ
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
政
治
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
諸
改
革
に
憲
法
的
限
界
を
積
極
的
に
明
確
に
し
て
い

く
役
割
と
そ
の
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

2　

最
高
裁
判
事
の
地
域
代
表
的
性
格

Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
事
構
成
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
原
理
を
置
い
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
は
地
域
的
配
分
を
重
視
し
、
特
定
の
州
の
枠
を
厳
格
に
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ａ
は
六
条
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
九
人
の
判
事
の
う
ち
三
人
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
か
ら
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
連
邦
制

原
理
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
現
在
で
は
、
ほ
か
に
、
三
人
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
か
ら
、
二
人
が
西
部
州
（
一
人
は
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
か
ら
、
も
う
一
人
はprairie provinces

（
マ
ニ
ト
バ
州
、
サ
ス
カ
チ
ュ
ア
ン
州
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
）
か
ら
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
）
か
ら
、
一
人
が

大
西
洋
州
か
ら
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
立
法
の
要
請
で
は
な
く
、
慣
習
で
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｃ
創
設
の
原
案
で
は
必
ず
し
も
州
の
配
分
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（

（（
（

。
一
八
六
七
年
憲
法
制
定
前
は
カ
ナ
ダ
の
司
法
制
度
は
各
州
が
自
身
の

裁
判
所
を
持
っ
て
お
り
、
州
レ
ベ
ル
で
完
結
し
て
い
た
。
一
八
四
〇
年
の
カ
ナ
ダ
連
合
で
ケ
ベ
ッ
ク
（Low

er Canada

）
と
オ
ン
タ
リ
オ
（U

pper 

Canada

）
が
結
合
し
て
も
、
州
の
裁
判
所
が
包
括
的
な
裁
判
所
と
し
て
存
続
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
判
事
は
カ
ナ
ダ
政
府
と
議
会
が
任
免
で
き
た
。

一
八
六
七
年
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
一
〇
一
条
で
連
邦
議
会
が
上
告
裁
判
所
を
創
設
で
き
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
も
、
多
く
の
人
は
そ
れ
が
英
本
土
の

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
、
す
ぐ
に
で
き
る
機
運
に
は
な
か
っ
た
。

保
守
の
初
代
首
相J

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

ohn
A

.M
acdonald

は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
が
、
州
の
裁
判
所
の
廃
止
ま
で
考
え
て
い
た
。
た
だ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に

州
裁
判
所
の
監
視
権
限
を
持
た
せ
よ
う
と
し
、
カ
ナ
ダ
法
の
統
一
に
執
心
し
た
。
彼
は
一
八
六
九
年
に
そ
の
た
め
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
法
案
を
提
出
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が

想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
シ
ビ
ル
ロ
ー 

と
コ
モ
ン
ロ
ー
の
出
自
へ
の
配
分
や
こ
だ
わ
り
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
自
由
党
のA

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

lexander
M

ackenzie

は
、
一
八
七
五
年
に
最
高
控
訴
裁
判
所
（Suprem

e Court of A
ppeal

）
と
、
別
に
租
税
を
扱
う
財
務
裁
判
所
（Exchequer Court

）
を
創
設
す
る
立

法
を
採
択
し
た
。
こ
の
と
き
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
か
ら
こ
の
最
高
控
訴
裁
判
所
に
は
二
人
の
判
事
枠
が
設
け
ら
れ
た
。
同
時
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
へ
の
上
告
を
終
焉
さ



二
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五

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

せ
る
法
案
も
あ
っ
た
が
、
英
本
国
議
会
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
が
一
八
七
五
年
に
制
定
さ
れ
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
か
ら
の
二
人
の
判
事
を
含
む
六
人
の

判
事
で
構
成
さ
れ
る
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
創
設
さ
れ
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
首
相
は
最
初
の
判
事
任
命
で
い
く
つ
か
の
伝
統
を
確
立
さ
せ
た
。
二
人
は
ケ
ベ
ッ
ク
か
ら

な
の
で
同
人
数
オ
ン
タ
リ
オ
か
ら
確
保
し
、
残
り
の
二
人
は
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
と
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
か
ら
と
し
た
（
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
な
ど
他
の
州
や
準
州
は
人
口
が
少
な
か
っ
た
）。
五
人
が
政
治
家
で
あ
り
、
二
人
が
州
の
最
高
裁
判
官
で
あ
っ
た
。
後
者
の
一
人
が
最
初
の
Ｓ
Ｃ

Ｃ
首
席
判
事
と
な
る
オ
ン
タ
リ
オ
のW

リ
チ
ャ
ー
ズ

illiam
Richards

で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
そ
の
創
設
か
ら
既
に
、
そ
の
判
事
の
地
域
的
あ
る
い
は
州
の
バ
ラ
ン
ス
が

最
大
の
関
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
の
後
、
一
九
二
七
年
に
七
人
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
四
九
年
、
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
へ
の
上
告
が
否
定
さ
れ
（
民
事
事
件
（
（（
（

）、
同
時
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
が
改
正
さ
れ
て
判

事
が
九
人
と
な
る
。
こ
れ
以
降
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
で
ケ
ベ
ッ
ク
州
か
ら
三
人
と
、
慣
習
で
オ
ン
タ
リ
オ
州
か
ら
三
人
、
西
部
州
か
ら
二
人
、
大
西
洋
州
か
ら
一
人

と
い
っ
た
バ
ラ
ン
ス
は
維
持
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
は
地
域
代
表
の
側
面
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
性
格
は
一
般
に
、
判
事
や
法

律
家
が
地
理
的
な
場
所
を
根
拠
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
へ
の
任
命
資
格
を
否
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
裁
判
所
が
中
央
と
地
方
の
政
府
の
間
及
び
カ
ナ

ダ
の
様
々
な
地
方
の
間
の
緊
張
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
見
解
を
維
持
す
る
よ
う
に
す
る
の
に
も
益
す
る（

（（
（

。
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
判
断
に
説
得
力
を
持
た
せ
、

受
容
性
を
高
め
る
意
義
も
あ
る（

（（
（

。

カ
ナ
ダ
が
独
立
を
醸
成
し
は
じ
め
、
一
九
八
二
年
憲
法
を
制
定
し
、
そ
の
後
も
、
同
憲
法
を
批
准
し
な
か
っ
た
ケ
ベ
ッ
ク
州
を
取
り
込
む
べ
く
、
憲
法

改
正
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た（

（（
（

。
そ
の
ほ
ぼ
普
遍
的
な
立
憲
的
原
理
（
と
す
べ
き
）
と
し
て
追
求
さ
れ
、
あ
る
い
は
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
か
ら
の
三
人
の
枠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
九
八
七
年
の
ミ
ー
チ
湖
と
一
九
九
二
年
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の
憲
法
改
正
合
意
案
は
、

ケ
ベ
ッ
ク
の
固
有
の
社
会
（distinct society

）
を
認
め
る
べ
く
憲
法
に
そ
の
条
件
を
盛
り
込
む
主
張
で
あ
る
が
、
と
も
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
が
規
定
す
る
ケ
ベ
ッ

ク
三
人
枠
の
憲
法
的
編
入
が
謳
わ
れ
て
い
た（

（（
（

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
憲
法
改
正
合
意
案
に
州
の
必
要
な
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
三
人
の
枠
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
六
条
の
憲
法
的
編
入
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
解
す
る
根
拠
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

地
域
的
配
分
は
現
実
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
実
現
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
主
に
四
つ
の
、
特
に
ケ
ベ
ッ
ク
や
西
部
州
か
ら
批
判
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
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六

の
構
成
に
相
当
な
不
同
意
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（（
（

。
第
一
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
存
在
や
管
轄
権
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と

の
点
で
あ
る
。
そ
の
際
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
ど
の
部
分
ま
で
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
か
の
問
題
が
横
た
わ
る
。
第
二
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
は
連
邦
政
府
の
み
に
よ
っ

て
選
任
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
三
人
の
ケ
ベ
ッ
ク
枠
は
少
な
す
ぎ
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
第
四
に
、
特
別
の
憲
法
裁
判
所
、
あ
る
い
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に

憲
法
部
を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
示
唆
で
あ
る
。
憲
法
を
意
識
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
権
能
や
そ
の
構
成
の
あ
り
か
た
の
議
論
は
尽
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

3　

連
邦
裁
判
所
判
事
は
任
命
で
き
る
か

ナ
ド
ン
の
任
命
に
は
別
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
解
釈
の
問
題
、
つ
ま
り
、
連
邦
裁
判
所
判
事
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
の
資
格
を
欠
く
の
か
の
問
題
が
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
五

条
も
六
条
も
こ
の
点
は
規
定
し
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
法
文
上
は
言
及
が
な
い
か
ら
、
資
格
を
欠
く
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
れ
は
永
く
議
論
と
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
判
決
は
こ
の
点
は
直
接
判
断
し
て
い
な
い
。
た
だ
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
枠
で
の
連
邦
裁
判
所
判
事
か
ら
の
任

命
は
あ
り
得
ず
、
そ
の
他
の
州
の
枠
か
ら
の
可
能
性
は
残
る
。
本
件
と
関
係
が
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
お
こ
う
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
ナ
ド
ン
の
任
命
に
は
、
ハ
ー
パ
ー
の
依
頼
に
応
じ
て
法
務
省
に
宛
て
た
前
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
ビ
ニ
ー
の
二
〇
一
三
年
九
月
九
日
付
の
メ

モ
が
あ
る（

（（
（

。
そ
れ
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
も
六
条
も
連
邦
裁
判
所
及
び
同
控
訴
裁
判
所
判
事
の
任
命
資
格
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
の
で
、
ナ
ド
ン

の
同
条
で
の
任
命
資
格
を
肯
定
す
る
。
以
下
こ
れ
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
連
邦
控
訴
裁
判
所
か
ら
直
接
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
な
っ
たG

ル
ダ
ン

erald
LeD

ain, F

イ
ア
コ
ブ
ッ
チ

rank
Iacobucci, M

ロ
ス
テ
ィ
ン

arshall
Rothstein

に
は
、
い
ず
れ
も
五
条

の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。L

ア
ー
バ
ー

ouise
A

rbour

に
至
っ
て
は
、
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
首
席
検
察
官
か
ら
直
接
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
解
釈
を
改
め
て
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
定
の
条
項
は
そ
れ
だ
け
で
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
黄
金
律
（golden rule
）
はD

ド
リ
ジ
ャ
ー

riedger

ア
プ
ロ
ー
チ
と
さ
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
判
例
で
「
立

法
の
文
言
は
そ
の
全
体
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
と
、
そ
の
立
法
の
枠
組
み
に
符
合
し
た
文
法
的
普
遍
的
意
味
と
、
そ
の
立
法
の
目
的
と
議
会
の
意
思
で
読
ま
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
敷
衍
し
て
い
る
。
さ
ら
に
英
仏
二
言
語
主
義
（
カ
ナ
ダ
は
英
語
と
仏
語
が
公
用
語
で
あ
り
、
法
令
は
英
仏
二
言
語
で
公
刊
さ
れ
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カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

る
）
に
あ
っ
て
は
、
英
仏
語
は
同
じ
権
威
を
有
し
、
か
り
に
明
ら
か
な
不
調
和
が
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は
「
共
有
さ
れ
た
意
味
（shared m

eaning

）」
を

探
す
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
一
方
が
明
確
で
他
方
が
不
明
確
で
あ
る
と
き
に
は
、
明
確
な
方
が
共
有
さ
れ
た
意
味
と
な
っ
て
採
択
さ
れ
る
。
こ
の
制
定
法
解

釈
の
ル
ー
ル
を
当
て
は
め
る
。

第
一
に
条
文
（text

）
で
あ
る
。
五
条
の
仏
文
は“inscrits pendant au m
oins dix ans”

（
最
低
一
〇
年
登
録
さ
れ
た
）
と
し
て
い
る
。inscrits

（
登

録
さ
れ
た
）
は
現
在
な
の
か
過
去
な
の
か
明
確
で
は
な
く
、
文
法
的
に
は
両
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
判
事
は
除
外
さ
れ
る
と
の
解
釈
は
、
こ

れ
を
任
命
時
に
州
の
法
曹
で
あ
る
現
職
の
会
員
（current m

em
bership

）
と
の
法
解
釈
に
基
づ
く
。
曖
昧
な
場
合
、
英
文
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
、
英
文
は“is or has been”

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
確
に
、
過
去
に
そ
う
で
あ
っ
た
者
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。
す
る
と
過
去
に
州
の
法
曹
で
あ
れ
ば
、
現
職
が
連
邦
裁
判
所
判
事
で
も
資
格
は
否
定
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
条
文
は
単
独
で
読
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
六
条
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
六
条
の
み
で
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
経

験
が
一
年
に
満
た
な
く
と
も
、
任
命
時
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
法
曹
で
あ
れ
ば
有
資
格
者
と
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
五
条
と
総
合
し
て
読
め
ば
、
こ
れ
は
と
り

う
る
解
釈
に
は
な
ら
な
い
。
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
み
る
の
に
重
要
な
の
は
立
法
経
緯
で
あ
る
。
両
条
項
の
そ
れ
を
み
る
と
、
議
会
の
関
心
は
現
職
の
会
員
で

あ
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
そ
の
法
曹
協
会
で
最
低
年
限
の
経
験
が
あ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

五
条
のinscrits

は
、
一
九
五
二
年
の
カ
ナ
ダ
制
定
法
法
典
化
（1952 Consolidation of the Statutes of Canada

）
で
付
加
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前

の
一
九
二
七
年
法
に
は
、英
仏
両
文
と
も
現
職
の
会
員
と
規
定
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
五
二
年
の
仏
文
の
改
正
で
、カ
ナ
ダ
諸
州（provinces 

du Canada

）
の
後
に
コ
ン
マ
と
と
も
に
付
加
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
職
の
地
位
（current standing

）
を
要
求
し
た
と
の
根
拠
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
実
質
的
な
改
正
な
ら
ば
英
文
の
方
も
変
更
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
な
ん
の
変
更
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
驚
く
に
値
し
な
い
。
そ

も
そ
も
法
典
化
（Consolidation

）
は
立
法
府
の
事
務
管
理
に
か
か
わ
り
、
意
味
の
変
更
で
は
な
い
か
ら
だ
。
同
法
四
条
は
、
法
典
化
は
法
の
変
更
を
と

も
な
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
り
に
文
言
の
言
語
的
操
作
で
変
更
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
は
継
続
し
た
意
味
が
勝
る
と
し

て
い
る
。
な
お
一
九
五
二
年
に
連
邦
裁
判
所
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、当
時
連
邦
裁
判
所
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、気
に
か
け
る
要
は
な
い
。
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そ
の
前
身
の
財
務
裁
判
所
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
任
命
の
障
壁
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
も
現
職
の
ケ
ベ
ッ
ク
法
曹

で
あ
る
こ
と
が
資
格
要
件
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

第
三
に
当
該
立
法
の
枠
組
み
（schem

e

）
と
目
的
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
と
六
条
は
、
ま
ず
経
験
と
能
力
の
な
い
者
を
排
除
す
る
意
図
を
有
す
る
。
例

え
ば
一
五
年
間
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
（
ケ
ベ
ッ
ク
州
）
の
法
曹
で
あ
り
、
そ
の
後
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
事
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
者
を
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
か
ら
無

資
格
と
し
て
除
外
す
る
の
か
。
有
能
な
の
は
明
ら
か
で
、
は
た
し
て
、
そ
れ
を
排
す
る
こ
と
は
立
法
の
趣
旨
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ビ
ニ
ー
は
も
う
一
つ
の
関
連
す
る
質
問
に
も
答
え
て
い
る
。
そ
れ
は
連
邦
裁
判
所
判
事
を
や
め
、
そ
の
後
ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
に
再
加
入
し
た
者
は
、
五

条
と
六
条
の
枠
組
み
で
ケ
ベ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
資
格
を
有
す
る
か
、
で
あ
る
。
基
本
的
に
両
条
項
の
同
じ
解
釈
で
肯
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
週
の
初
め
に
連
邦
裁
判
所
判
事
と
な
り
、
そ
の
半
ば
に
一
日
か
二
日
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
資
格
を
得
る
た
め
に
ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
に
再
加
入
し
、

そ
の
週
の
終
わ
り
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
任
じ
ら
れ
う
る
と
い
っ
た
仮
定
は
非
現
実
的
で
あ
る
。
法
は
最
低
限
の
期
間
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
斟
酌
す
べ
き

で
あ
る
と
す
る
。

現
職
の
連
邦
裁
判
所
判
事
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
に
任
じ
ら
れ
る
か
。
判
例
は
存
在
し
な
い
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
ハ
ー
パ
ー
が
ビ
ニ
ー
以
外
に
も
解
釈
に
つ

い
て
相
談
し
、
ホ
ッ
グ
を
は
じ
め
と
し
て
こ
の
考
え
が
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る（

（（
（

。
他
方
、
一
八
七
五
年
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
立
法
経
緯
か
ら
（
ビ
ニ
ー

は
こ
れ
を
考
察
し
て
い
な
い
と
し
て
）、
六
条
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
特
別
の
地
位
に
対
応
し
た
も
の
で
、
候
補
者
の
プ
ー
ル
を
排
他
的
に
狭
め
る
目
的
を
持
ち
、

連
邦
裁
判
所
判
事
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
判
事
が
任
じ
ら
れ
る
列
挙
さ
れ
た
裁
判
所
の
リ
ス
ト
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
解
す
る
説
が
あ
る（

（（
（

。
立
法
過
程
で
は
教
育
を

受
け
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
知
識
と
訓
練
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
か
ら
の
選
出
は
そ
の
現
代
の
知

識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
上
級
裁
判
所
や
控
訴
裁
判
所
と
の
規
定
は
例
示
で
は
な
く
限
定
だ
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
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カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

四　

憲
法
規
範
と
し
て
の
最
高
裁
の
構
成

本
件
は
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
六
条
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
造
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
り
、
議
会
制
定
法
で
は
な
く
一
九
八
二
年
憲
法
の
定
め
る
憲
法
改
正
手
続
に

の
っ
と
っ
て
の
み
変
更
で
き
る
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
同
憲
法
が
定
義
す
る
カ
ナ
ダ
憲
法
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
関
す

る
規
定
は
憲
法
的
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
（constitutionally entrenched

）。
こ
れ
は
画
期
的
な
判
断
で
あ
る
。
政
府
が
議
会
の
多
数
で
以
て
Ｓ

Ｃ
Ｃ
の
構
造
を
一
方
的
に
、
州
の
承
認
な
く
変
更
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
憲
法
は
実
に
複
雑
な
憲
法
改
正
手
続
や
原
理
を
置
い
て
い
る
。
以
下
、
ま
ず
そ
れ
を
整
理
し
た
う
え
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
造
は
憲
法
改
正
手

続
が
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

１　

憲
法
改
正
の
手
続
の
歴
史

カ
ナ
ダ
は
一
八
六
七
年
憲
法
（
Ｂ
Ｎ
Ａ
（
英
領
北
米
）
法
）
に
は
改
正
手
続
の
規
定
を
持
た
な
い
。
英
国
議
会
が
カ
ナ
ダ
の
立
法
権
を
有
し
て
お
り
、

憲
法
改
正
の
究
極
的
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
議
会
や
と
り
わ
け
州
議
会
が
ど
う
か
か
わ
る
か
、
カ
ナ
ダ
国
内
の
手
続
は
不
明
で
あ
っ
た
。

カ
ナ
ダ
憲
法
の
改
正
は
一
八
九
五
年
に
確
立
す
る
慣
例
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た（

（（
（

。
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
で
は
憲
法
改
正
権
は
カ
ナ
ダ
に
は
な
く
、
立
法
を
も
含
む
総
て

の
法
は
、
英
本
国
議
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
た
。
一
九
三
一
年
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
で
は
、
そ
う
し
た
手
続
は
残
す
も
の
の
、
カ
ナ
ダ
の
立

法
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
や
そ
の
他
の
立
憲
的
法
律
を
改
正
す
る
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。
こ
れ
を
受

け
て
ま
ず
カ
ナ
ダ
議
会
で
改
正
案
が
提
起
さ
れ
、
こ
れ
を
両
院
が
可
決
す
る
こ
と
で
英
国
議
会
に
呈
示
さ
れ
、
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
む
。
一
九
四
九
年

に
英
国
議
会
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
は
、
連
邦
政
府
に
の
み
影
響
を
与
え
る
憲
法
改
正
を
な
す
権
限
を
カ
ナ
ダ
議
会
両
院
に
認
め
た
。
連
邦
と

州
の
権
限
配
分
に
関
す
る
改
正
は
、
英
国
議
会
だ
け
が
な
し
う
る
と
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ナ
ダ
連
邦
政
府
の
要
請
と
同
意
を
受
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け
て
の
み
英
国
議
会
は
動
く
。

こ
の
手
続
に
州
は
参
画
し
な
い
。
そ
も
そ
も
憲
法
改
正
に
州
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
は
、
不
明
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
は
、
州
の
権
限
に
関
す
る

改
正
で
あ
っ
て
も
州
の
同
意
を
取
り
付
け
る
こ
と
な
く
、
改
正
を
英
国
議
会
に
提
案
す
る
慣
行
を
し
い
た（

（（
（

。
憲
法
改
正
に
関
し
て
カ
ナ
ダ
国
内
の
手
続
、

と
く
に
州
の
議
会
を
ど
う
か
か
ら
わ
せ
る
か
の
議
論
が
、
一
一
四
年
間
も
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
間
、
カ
ナ
ダ
は
独
立
色
を
強
め
て
い
く
と
と

も
に
、
二
つ
の
原
理
が
成
熟
し
て
い
っ
た（

（（
（

。
第
一
が
、
英
国
議
会
は
カ
ナ
ダ
議
会
両
院
の
要
請
を
除
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
に
い
か
な
る
根
本
的
な
改
正

も
行
わ
な
い
。
第
二
が
、
カ
ナ
ダ
議
会
は
州
の
事
前
の
諮
問
と
同
意
が
な
け
れ
ば
、
連
邦
─
州
に
直
接
影
響
を
与
え
る
改
正
を
要
請
し
な
い
。

ト
ル
ー
ド
首
相
（
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
時
の
カ
ナ
ダ
首
相
）
が
州
の
同
意
を
得
ら
れ
な
く
と
も
連
邦
は
州
の
権
限
に
関
す
る
改
正
を
一
方
的
に
進

め
う
る
と
す
る
法
改
正
を
提
案
し
た
時
、
三
州
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
照
会
）
を
申
し
立
て
た
。
控
訴
裁
判
所
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
多
様
な
判
断
が
あ
っ
た
の

を
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
州
の
同
意
は
法
律
要
件
か
、
州
の
同
意
は
慣
習
上
の
要
件
か
、
の
二
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
判
断
し
た（

（（
（

。
州
の
同
意
を
要
件
と
す

る
こ
と
は
「
法
の
問
題
と
し
て
」
要
求
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
州
の
「
相
当
程
度
の
（substantial degree

）」
の
同
意
は
「
慣
習
の
問
題
（m

atter 

of convention

）」
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
、
と
。
こ
れ
を
う
け
て
ト
ル
ー
ド
首
相
と
九
つ
の
州
の
首
相
は
改
正
に
同
意
し
て
英
国
議
会
に
呈
示
し
、

一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
法
と
な
る
。
そ
こ
に
は
別
表
Ｂ
、
つ
ま
り
一
九
八
二
年
憲
法
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
一
九
八
二
年
憲
法
第
五
部
に
、
一
八
六
七
年
憲
法
を
含
む
カ
ナ
ダ
憲
法
の
改
正
手
続
が
規
定
さ
れ
る
。
も
は
や
英
国
議
会
に
は
カ
ナ
ダ
憲
法
を
改

正
す
る
権
限
は
な
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
な
お
憲
法
に
は
、
一
八
六
七
年
と
一
九
八
二
年
の
憲

法
だ
け
で
な
く
、
一
九
八
二
年
憲
法
五
二
条
が
列
記
す
る
法
が
す
べ
て
含
ま
れ
る
。

か
く
し
て
、「
一
九
八
二
年
憲
法
は
、
一
九
二
七
年
、
連
邦
法
務
大
臣
が
同
年
の
連
邦
─
州
会
議
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
の
せ
た
時
に
始
ま
る
、
国
内
の
改
正

手
続
の
模
索
の
極
致
（culm

ination

）
で
あ
る
（
（（
（

」。
同
大
臣
は
、カ
ナ
ダ
は
英
本
国
と
対
等
で
あ
る
と
し
た
一
九
二
六
年
の
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
に
触
発
さ
れ
、

そ
れ
が
カ
ナ
ダ
憲
法
改
正
プ
ロ
セ
ス
で
の
英
国
議
会
の
排
除
と
解
し
た
。
こ
れ
は
一
九
八
一
年
一
一
月
五
日
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
六
四
年
、
一
八
六
七
年
憲
法
改
正
案
と
な
る
フ
ル
ト
ン
─
フ
ァ
ヴ
ォ
リ
ュ
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
ケ
ベ
ッ
ク
を
除
く
全
州
で
同
意
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
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重
要
な
改
正
は
連
邦
議
会
と
全
て
の
州
議
会
の
同
意
を
要
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
連
邦
を
含

む
全
て
の
首
相
が
合
意
、
た
だ
し
そ
の
採
択
に
は
全
て
の
州
政
府
の
批
准
が
必
要
と
さ
れ
、
ケ
ベ
ッ
ク
が
批
准
し
な
か
っ
た
の
で
流
れ
た
。
こ
の
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
憲
法
改
正
に
必
要
な
州
の
配
分
に
つ
い
て
複
雑
な
ル
ー
ル
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
カ
ナ
ダ
総
人
口
の
二
五
％
を

有
し
て
い
た
州　

②
少
な
く
と
も
二
州
は
大
西
洋
州　

③
西
部
州
の
少
な
く
と
も
二
州
は
あ
わ
せ
て
西
部
州
全
人
口
の
最
低
五
〇
％
を
有
す
る
こ
と
、
と

さ
れ
た
。
①
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
（
オ
ン
タ
リ
オ
州
も
同
様
）
の
拒
否
権
を
実
質
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
フ
ァ
ヴ
ォ
リ
ュ
、
両
方
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
共
通
し
て
ケ
ベ
ッ
ク
の
拒
否
権
を
保
障
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
八
州
が
こ
れ
に

反
発
し
てV

バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

ancouver
Form

ula

を
採
択
し
、
連
邦
議
会
と
三
分
の
二
の
州
議
会
の
同
意
、
た
だ
し
そ
れ
が
カ
ナ
ダ
人
口
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
州

の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
、
を
要
件
と
し
た
。
こ
れ
は
州
の
拒
否
権
を
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
首
相L

ル
ベ
ス
ク

evesque

は
こ
れ
に
同
意
し
、
こ
こ
に
ケ

ベ
ッ
ク
州
は
初
め
て
、
拒
否
権
と
い
う
特
別
の
地
位
を
要
求
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
。

一
九
八
一
年
一
一
月
五
日
の
合
意
は
、
カ
ナ
ダ
首
相
と
そ
の
支
持
母
体
で
あ
る
オ
ン
タ
リ
オ
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
の
首
相
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
で
は
な
く
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
支
持
し
た
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
。
八
州
の
う
ち
七
州
が
同
様
な
態
度
を
と
る
が
、
ケ

ベ
ッ
ク
州
は
こ
れ
に
は
賛
同
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
改
正
作
業
の
足
か
せ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
州
が
す
べ
て
同
意
し
な

く
て
も
、
法
的
に
は
問
題
な
く
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
同
意
は
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
お
ら
ず
、
慣
習
に
と
っ
て
も
同
様
だ
と
、
最
高
裁
が
判
断
し
た
の
で

あ
る（

（（
（

。
連
邦
と
州
の
一
九
八
一
年
一
一
月
五
日
の
同
意
は
、
後
に
い
く
つ
か
変
更
が
あ
る
も
、
一
二
月
に
両
院
で
可
決
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に
送
付
さ
れ
る
。

翌
八
二
年
三
月
二
九
日
に
英
国
議
会
で
制
定
さ
れ
、
一
九
八
二
年
憲
法
は
同
年
四
月
一
七
日
に
発
効
し
、
つ
い
に
自
ら
の
憲
法
を
国
内
で
改
正
す
る
手
続

を
獲
得
し
た（

（（
（

。
英
国
議
会
は
そ
の
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
権
限
の
一
切
を
終
焉
さ
せ
た
の
で
あ
る
（Patriation

（
（（
（

）。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
二
年
三
月
二
九
日
、

女
王
が
最
後
の
英
国
議
会
に
よ
る
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
法
律
と
な
る
一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
法
に
署
名
し
た
こ
と
で
、
英
国
議
会
の
立
法
的
主
権
が
否
定
さ
れ
、

Colonial Law
s V

alidity A
ct 1865

（
植
民
地
法
有
効
法
）
とStatute of W

estm
inster 1931

（
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
）
七
条
が
失
効
し
た
の

で
あ
り
、
そ
う
し
たIm

perial 

（
英
本
国
）
法
に
か
わ
っ
て
一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
法
と
カ
ナ
ダ
憲
法
と
そ
の
別
表
Ｂ
が
支
配
し
、
憲
法
改
正
（
一
九
八
二
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年
第
五
部
）
も
こ
れ
に
の
っ
と
る
こ
と
と
な
る（

（（
（

。

一
九
六
七
年
憲
法
の
改
正
に
は
連
邦
と
州
の
関
係
に
関
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
二
回
あ
る
一
九
八
二
年
憲
法
の
改
正
は
、
多
文
化
主
義
に
関
す

る
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
カ
ナ
ダ
の
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
に
至
る
道
の
り
は
、
英
国
議
会
か
ら
カ
ナ
ダ
の
立
法
権
を
奪
還
す
る
の
を
第
一
義
と
し
、
憲
法
改
正

権
の
獲
得
で
成
就
す
る
。
と
同
時
に
、
国
内
的
に
は
そ
の
憲
法
改
正
に
州
の
同
意
を
ど
う
立
憲
的
に
位
置
づ
け
る
か
の
葛
藤
の
道
の
り
で
も
あ
っ
た
。
ケ

ベ
ッ
ク
一
州
の
み
の
拒
否
権
は
諦
念
と
な
り
、
立
憲
的
に
州
の
同
意
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
憲
法
は
そ
れ
が
カ
ナ
ダ
憲

章
を
含
み
、
違
憲
審
査
制
を
認
め
た
こ
と
で
、
司
法
国
家
と
か
人
権
保
障
に
そ
の
意
義
が
熱
く
語
ら
れ
が
ち
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
憲
法
改
正
の
権
限
と
手

続
と
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
る
カ
ナ
ダ
連
邦
制
の
特
徴
が
際
立
っ
た
法
文
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ナ
ダ
憲
法
の
改
正
を
め
ぐ
る
議
論
の
経
緯
を

反
映
し
て
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
定
め
る
カ
ナ
ダ
憲
法
の
手
続
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
入
り
組
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2　

現
行
の
憲
法
改
正
の
手
続

こ
れ
ま
で
の
憲
法
改
正
を
議
論
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
、
州
が
い
か
に
こ
れ
に
参
画
す
る
か
、
発
言
権
を
持
つ
か
が
大
き
な
争
点
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
と

り
わ
け
ケ
ベ
ッ
ク
は
強
固
で
、
憲
法
改
正
やpatriation
に
試
練
を
与
え
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
連
邦
制
で
あ
る
以
上
、
連
邦
と
州
の
権
限
配
分
は
最
も

重
要
な
立
憲
主
義
原
理
で
あ
り
、
こ
れ
に
絡
む
改
正
に
は
州
の
地
位
を
相
当
に
認
め
る
べ
き
と
の
主
張
は
自
然
で
あ
る（

（（
（

。
新
し
い
憲
法
と
な
る
、
そ
し
て

partiation

を
獲
得
す
る
一
九
八
二
年
憲
法
で
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
改
正
手
続
を
ど
う
規
定
す
べ
き
か
は
喫
緊
の
問
題
で
あ
っ
た
し
、
同
憲
法
で
の
個
々
の
州

の
関
心
を
ど
う
調
整
す
る
か
は
、
他
国
の
憲
法
に
は
な
い
、
カ
ナ
ダ
憲
法
の
際
立
っ
た
点
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
点
、
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
（
一
八
六
七
年
憲
法
）
は
、
改
正
権
は
国
内
に
な
い
と
の
前
提
か
ら
憲
法
改
正
手
続
の
規
定
を
持
た
ず
、
今
見
た
よ
う
に
、
立
法

と
同
様
に
も
っ
ぱ
ら
英
本
国
の
議
会
で
決
定
権
を
留
保
す
る
立
憲
主
義
を
と
っ
た
。
そ
こ
で
は
州
の
関
与
は
眼
中
に
な
く
、
カ
ナ
ダ
議
会
の
権
限
す
ら
改

正
プ
ロ
セ
ス
に
入
り
込
む
た
め
の
規
定
を
設
け
て
お
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
でpatriation

が
成
就
す
る
と
と
も
に
、
改
正
権

を
自
ら
主
張
に
収
め
、
そ
の
た
め
の
改
正
手
続
を
憲
法
で
規
定
す
る
に
至
る
。
そ
こ
で
は
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
州
の
地
位
や
権
能
が
複
雑
に
明
記
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さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
憲
法
改
正
で
の
州
の
関
与
の
問
題
が
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
の
道
程
に
大
き
な
要
素
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
の

に
十
分
で
あ
る（

（（
（

。

一
九
八
二
年
憲
法
第
五
部
に
規
定
さ
れ
る
現
行
の
改
正
手
続
は
、
そ
の
内
容
あ
る
い
は
対
象
に
応
じ
て
五
つ
あ
る
。
改
正
の
ア
ク
タ
ー
は
、
連
邦
の
上

院
と
下
院
、
そ
し
て
州
の
立
法
議
会
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
よ
う
な
人
民
投
票
は
認
め
て
い
な
い
。
最
終
的
に
総
督
の
公
布
で
完
成
す
る
。
改
正
の
発

議
は
ア
ク
タ
ー
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
な
お
連
邦
議
会
両
院
は
州
憲
法
の
改
正
以
外
、
い
か
な
る
手
続
に
も
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
憲
法
改
正
の

拒
否
権
を
常
に
有
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
が
一
般
（general
）
改
正
手
続
で
あ
る
（
一
九
八
二
年
憲
法
三
八
条
）。
上
下
両
院
と
カ
ナ
ダ
総
人
口
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
三
分
の
二
の
州

の
立
法
議
会
（
七
／
五
〇
）
の
承
認
が
あ
れ
ば
、
総
督
が
改
正
を
公
布
す
る
。
七
／
五
〇
は
事
実
上
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
か
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
少
な
く
と
も
ど

ち
ら
か
が
承
認
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
以
下
の
特
別
の
手
続
の
ど
れ
も
適
用
さ
れ
え
な
い
場
合
、
適
用
さ
れ
る
。
三
八

条
の
手
続
は
従
来
の
改
正
手
続
の
議
論
で
あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
や
フ
ル
ト
ン
・
フ
ァ
ボ
リ
ュ
ー
と
区
別
さ
れ
る（

（（
（

。

な
お
、
a
憲
法
が
規
定
す
る
州
の
比
例
代
表
原
理
、
b
上
院
の
権
限
と
そ
の
議
員
の
選
出
方
法
、
c
州
に
割
り
当
て
ら
れ
る
上
院
議
員
の
数
と
そ
の
居

住
資
格
、
d
四
一
条
⒟
に
従
う
Ｓ
Ｃ
Ｃ
、
e
既
存
の
州
の
準
州
へ
の
領
域
拡
大
、
f
新
州
の
設
置
、
は
特
別
に
こ
の
三
八
条
の
一
般
改
正
手
続
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
四
二
条
一
項
）。
た
だ
し
三
八
条
二
項
か
ら
四
項
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
（
四
二
条
二
項
）。
a
と
b
（
上
院
の
権
限

は
除
く
）
と
ｃ
は
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
改
正
の
議
論
で
の
合
意
に
よ
っ
て
議
会
の
排
他
的
権
限
か
ら
除
外
さ
れ
た
事
項
で
、
b
（
上
院
の
権
限
）
と
d
は

こ
れ
ら
に
類
し
て
先
行
的
な
（anticipatory

）
規
定
で
、
e
と
f
は
新
た
な
規
定
で
あ
る（

（（
（

。

第
二
が
全
議
会
一
致
（unanim

ity

）
の
手
続
で
あ
る
（
四
一
条
）。
a
女
王
、
総
督
、
州
総
督
の
地
位
、
b
こ
の
部
が
施
行
さ
れ
る
と
き
州
に
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
上
院
議
員
の
数
を
下
回
ら
な
い
数
の
下
院
議
員
を
選
出
す
る
州
の
権
利
、
c
四
三
条
に
従
っ
て
英
語
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
使
用
、 

d
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
、
e
こ
の
部
の
改
正
、
に
関
し
て
は
、
上
下
両
院
と
総
て
の
州
の
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。

第
三
が
連
邦
議
会
と
一
部
の
州
の
み
の
一
致
に
よ
る
改
正
で
あ
る
（
四
三
条
）。
a
州
境
界
の
変
更
、
b
州
に
お
け
る
英
語
ま
た
は
仏
語
の
使
用
に
関
す



二
五
四

る
規
定
の
改
正
、
は
上
下
両
院
と
当
該
州
の
立
法
議
会
の
承
認
で
、
国
璽
が
押
印
さ
れ
た
総
督
の
布
告
で
成
立
す
る
。

第
四
が
連
邦
議
会
に
よ
る
一
方
的
な
改
正
で
あ
る
（
四
四
条
）。
四
一
条
と
四
二
条
に
服
し
て
、
上
下
両
院
ま
た
は
連
邦
執
行
権
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
憲
法

の
改
正
は
連
邦
議
会
の
み
の
立
法
で
な
さ
れ
う
る
。
こ
れ
は
一
八
六
七
年
憲
法
の
一
九
四
九
年
改
正
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
同
憲
法
九
一
条
一
項
は

一
九
八
二
年
憲
法
布
告
で
廃
止
さ
れ
た（

（（
（

。

第
五
に
、
州
憲
法
の
改
正
は
州
の
立
法
府
の
み
が
そ
の
立
法
手
続
で
な
し
う
る
こ
と
を
保
障
し
て
い
る
（
四
五
条
）。
一
八
六
七
年
憲
法
九
二
条
一
項
を

編
入
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
同
条
項
は
一
九
八
二
年
憲
法
の
制
定
で
削
除
さ
れ
る
。
州
憲
法
は
本
稿
の
考
察
対
象
で
は
な
い
の
で
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

こ
れ
ら
に
は
州
が
ど
の
程
度
か
か
わ
る
か
、
そ
の
本
質
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
加
え
て
四
七
条
は
、
一
八
〇
日
経
過
し
て
も
上
院
が
決
議
し
な

け
れ
ば
下
院
の
決
議
で
た
り
る
と
す
る
、
い
わ
ば
下
院
の
優
越
を
認
め
る
。

そ
の
ほ
か
、
手
続
的
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
三
九
条
は
憲
法
改
正
が
成
立
す
る
時
間
に
関
す
る
。
公
布
は
、
改
正
手
続
を
開
始
す
る
決
議
か
ら

一
年
を
経
過
し
な
い
と
で
き
な
い
（
一
項
）。
ま
た
、
改
正
の
布
告
は
開
始
の
決
議
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
ら
公
布
で
き
な
い
（
二
項
）。

日
本
国
憲
法
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
改
正
に
比
べ
る
と
、
カ
ナ
ダ
憲
法
は
改
正
が
一
筋
縄
で
は
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
日
本
は
国
会
が

総
議
員
の
三
分
の
二
以
上
で
発
議
し
、国
民
投
票
に
か
け
過
半
数
の
賛
成
が
得
ら
れ
れ
ば
、改
正
が
実
質
的
に
成
立
す
る
（
天
皇
の
公
布
で
完
成
す
る
）（
日

本
国
憲
法
九
六
条
）。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
三
分
の
二
の
州
の
発
議
と
連
邦
議
会
の
発
議
で
、
そ
の
あ
と
四
分
の
三
の
州
の
承
認
が
あ
れ
ば
成
立
す
る（

（（
（

。
同

じ
連
邦
制
の
ア
メ
リ
カ
は
州
の
人
口
比
例
に
は
関
心
を
持
た
な
い（

（（
（

。
憲
法
改
正
は
総
て
の
条
項
に
か
か
わ
り
、
条
項
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
手
続
を
設
け
て

い
な
い
。

こ
の
点
、
カ
ナ
ダ
憲
法
は
際
立
っ
て
、
条
文
や
原
理
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
手
続
に
服
さ
せ
て
い
る
。
複
雑
で
あ
る（

（（
（

。「
カ
ナ
ダ
に
あ
っ
て
当
初
か
ら
、
憲

法
は
そ
の
改
正
の
公
式
が
同
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ら
、
区
画
さ
れ
て
い
（com

partm
entalized

）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
認
容
さ
れ
て
い
た
（
（（
（

」。

ま
た
カ
ナ
ダ
憲
法
改
正
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、optout

（
選
択
的
離
脱
）
に
あ
る
。
三
八
条
の
一
般
改
正
手
続
に
は
、
州
の
立
法
権
や
財
産
上
の
権
利
そ

の
他
の
権
利
や
特
権
を
減
少
さ
せ
る
も
の
に
州
は
拒
否
権
を
行
使
で
き
、
当
該
州
で
改
正
前
後
に
こ
れ
を
承
認
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
州
に
は
適
用
さ
れ
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な
い
（
三
八
条
二
項
、
三
項
）。
改
正
手
続
に
州
の
参
加
や
同
意
が
納
得
い
く
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
の
は
、
州
の
平
等
原
理
に
基
づ
く
こ
のoptout

が
受

容
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る（

（（
（

。
ア
メ
リ
カ
に
は
こ
れ
が
な
い
こ
と
に
、D

デ
リ
ン
ジ
ャ
ー

ellinger

は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る（

（（
（

。「
逃
れ
よ
う
も
な
い
事
実
は
、
カ
ナ
ダ
は
弱

い
国
家
忠
誠
主
義
者
の
社
会
で
、「
一
連
の
シ
ン
ボ
ル
と
ヒ
ー
ロ
ー
と
歴
史
的
事
件
と
敵
と
、
あ
る
い
は
大
志
さ
え
、
本
質
的
に
共
有
さ
れ
た
も
の
を
ほ
と

ん
ど
完
全
に
欠
い
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
社
会
の
分
権
化
さ
れ
た
資
質
を
反
映
す
る
改
正
手
続
は
、
よ
く
も
な
け
れ
ば
悪
く
も
な
い
。
そ

れ
は
た
だ
的
確
（accurate

）
な
だ
け
で
あ
る
」。

こ
のoptout

の
三
八
条
二
項
や
、
州
議
会
や
連
邦
議
会
は
改
正
承
認
の
決
議
を
改
正
が
正
式
に
布
告
さ
れ
る
前
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
取
り
消
し
う
る
と

す
る
四
六
条
二
項
も
、
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
憲
法
の
改
正
規
定
は
明
確
に
撤
回
（rescission

）
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

3　

最
高
裁
判
事
の
任
命
資
格
は
憲
法
改
正
事
項
で
あ
る
か
─
解
釈
上
の
問
題

Ｓ
Ｃ
Ａ
が
一
九
八
二
年
憲
法
五
三
条
で
カ
ナ
ダ
憲
法
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
六
条
の
改
正
は
四
つ
の
や
り
方
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
が

一
八
六
七
年
憲
法
一
〇
一
条
で
の
一
方
的
な
連
邦
法
と
し
て
あ
つ
か
う
。
第
二
が
一
九
八
二
年
憲
法
四
一
条
⒟
で
規
定
さ
れ
た
や
り
方
に
よ
る
。
第
三
が

同
憲
法
四
二
条
一
項
⒟
に
よ
る
。
第
四
が
同
憲
法
四
三
条
に
規
定
さ
れ
た
や
り
方
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
一
九
八
二
年
制
定
時
、
学
問
上
議
論
さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
一
義
的
解
決
の
な
い
ま
ま
下
火
と
な
り
、
結
局
、
法
的
に
は
今
次 

Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
決
で
決
着
を
み
る
こ
と
と
な
る
。
争
い
と
な
る
の
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
一
九
八
二
年
憲
法
が
定
義
す
る
憲
法
を
形
成
す
る
法
で
は
な
い
一
方
で
、
同

四
一
条
、
四
二
条
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
構
成
は
一
般
改
正
手
続
に
よ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
判
事
の
構
成
に
か
か
わ
る
部
分

の
改
正
は
、
通
常
の
立
法
と
し
て
議
会
の
み
で
完
結
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
憲
法
改
正
手
続
を
踏
む
べ
き
な
の
か
、
問
題
と
な
る
。
本
判
決
は
後
者
と
断

言
し
た
。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
そ
の
も
の
の
総
て
の
条
項
に
憲
法
改
正
の
手
続
が
適
用
さ
れ
る
と
判
断
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
Ｓ
Ｃ
Ａ
五
条
と
六
条

が
該
当
す
る
と
し
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
他
の
条
項
は
ど
う
な
の
か
は
、
判
断
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
改
正
が
憲
法
改
正
に
よ
る
べ
き
か
は
、
解
釈
上
の
争
い
は
あ
る
。



二
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最
高
裁
判
事
の
構
成
は
憲
法
改
正
事
項
で
は
な
く
、
議
会
の
制
定
法
で
変
え
ら
れ
う
る
と
主
唱
す
る
の
が
ホ
ッ
グ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
の
構
成
を
定

め
る
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
一
九
八
二
年
憲
法
五
二
条
の
憲
法
に
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
憲
法
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
改
正
は
憲
法
改
正
手
続
に
よ
ら
な

い
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
姿
勢
は
徹
底
し
た
文
理
解
釈
で
あ
り
、
憲
法
に
広
く
含
ま
せ
る
解
釈
の
傾
向
を
戒
め
る
。
同
条
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
は
以
下
を

含
む
（includes
）
と
し
て
お
り
、
そ
の
列
挙
は
限
定
的
（exhaustive

）
だ
と
す
る（

（（
（

。
憲
法
の
定
め
る
改
正
手
続
は
五
二
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
法
の

改
正
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
四
一
条
や
四
二
条
に
限
定
さ
れ
て
い
る
事
項
は
文
理
に
忠
実
に
、
限
定
的
に
解
釈
す
る
。
い
わ
く（

（（
（

、

カ
ナ
ダ
法
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
も
ま
た
、
カ
ナ
ダ
憲
法
（Constitution of Canada

）
の
一
部
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
一
九
八
七
年
、
カ
ナ
ダ
議
会
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
一
般
改
正
手

続
（
七
／
五
〇
）
を
要
求
し
て
い
る
四
二
条
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
事
項
の
一
つ
で
あ
る
と
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
七
年
法
を
拡
大
的
に
改
正
す
る

立
法
を
制
定
で
き
た
の
だ
。
一
九
八
七
年
改
正
法
は
、
三
人
の
判
事
が
ケ
ベ
ッ
ク
か
ら
任
命
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
要
請
や
判
事
の
数
を
変
え
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
こ
れ
ら
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
で
規
定
さ
れ
た
事
項
で
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
憲
法
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
、「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
」
が
、
全
員
一
致
（unanim

ity

）

の
手
続
を
要
求
す
る
四
一
条
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
事
項
の
一
つ
で
あ
る
と
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
の
立
法
過
程
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
開
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
以
下
の
こ
と
を
確
認
す
る（

（（
（

。

四
二
条
一
項
⒟
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
、
そ
の
構
成
（
特
別
に
四
一
条
⒟
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
全
員
一
致
の
手
続
）
以
外
の
す
べ
て
の
面
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
Ｃ
へ
の
言
及
は
奇
妙
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
四
二
条
一
項
で
列
挙
さ
れ
た
そ
の
他
の
事
項
と
異
な
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
カ
ナ
ダ
憲
法
の
ど
こ
に
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
連
邦
法
で
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
憲
法
の
一
部
を
構
成
す
る
文
書
の
一
つ
で
は
な
い
。
四
二
条
が
「
カ
ナ
ダ

憲
法
」
の
改
正
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
以
上
、
連
邦
議
会
は
、
一
八
六
七
年
憲
法
一
〇
一
条
に
基
づ
い
て
、
い
ま
な
お
Ｓ
Ｃ
Ａ
を
改
正
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
権
限
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
カ
ナ
ダ
憲
法
に
採
択
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
が
取
ら
れ
れ
ば
、
終
焉
し
、
四
二
条
一
項
⒟
が
実
効
性
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
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そ
の
う
え
で
四
一
条
⒟
の
規
範
的
意
義
は
疑
問
だ
と
す
る（

（（
（

。
同
条
項
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
（com
position

）
と
す
る
が
、
そ
の
意
味
は
完
全
に
明
確
と
は

い
え
な
い
。
判
事
の
総
数
も
特
定
の
州
か
ら
の
判
事
の
数
も
こ
れ
に
あ
て
は
ま
り
そ
う
だ
が
、
任
命
様
式
は
そ
う
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は

Ｓ
Ｃ
Ａ
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
カ
ナ
ダ
憲
法
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、「
四
一
条
⒟
は
た
ぶ
ん
実
効
性
は
な
い
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
は
な
お
も
カ
ナ
ダ

議
会
の
通
常
の
立
法
過
程
で
変
更
さ
れ
う
る
」。

こ
れ
に
対
し
て
、
合
目
的
的
解
釈
（purposive

）
か
ら
批
判
が
あ
る
。
こ
れ
が
有
力
と
い
え
よ
う（

（（
（

。
モ
ナ
ハ
ン
は
、
ホ
ッ
グ
の
こ
の
解
釈
は
「
Ｓ
Ｃ
Ｃ

に
関
す
る
州
の
利
益
を
保
護
す
る
面
で
は
、
四
二
条
一
項
⒟
を
完
全
に
効
果
の
な
い
も
の
に
す
る
」
と
し
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈
を
展
開
す
る（

（（
（

。
四
二
条

一
項
⒟
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
は
そ
う
し
た
一
方
的
な
連
邦
権
を
立
憲
的
に
確
立
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
憲
法
改
正
を
有
効
に
す
る
一
方
的
な
連
邦
権
限
を
拘
束
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
四
二
条
一
項
⒟
は
こ
の
基
底
に
あ
る
意
図
に
合
致
す
る
よ
う
な
や
り
方

で
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
合
目
的
的
な
解
釈
を
す
れ
ば
、
四
二
条
一
項
⒟
は
あ
る
程
度
、
州
の
同
意
な
く
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
変
更
を
有
効
に

さ
せ
る
連
邦
議
会
の
能
力
を
制
限
す
る
よ
う
に
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」。

で
は
連
邦
議
会
の
限
界
は
ど
こ
か
。
本
判
決
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
五
条
と
六
条
は
議
会
の
み
の
一
方
的
な
法
改
正
手
続
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
で

あ
り
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
他
の
条
項
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
あ
る
い
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
関
す
る
法
に
関
し
て
、
そ
の
法
改
正
に
州
を
巻

き
込
ん
だ
憲
法
改
正
手
続
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
議
会
の
限
界
、
つ
ま
り
議
会
の
法
改
正
の
み
で
Ｓ
Ｃ
Ａ
を
改
正
で
き

る
部
分
は
ど
こ
ま
で
か
の
問
題
で
あ
る
。

本
判
決
は
こ
の
点
は
明
確
に
し
て
い
な
い
し
、
法
的
に
も
一
義
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
五
二
条
の
憲
法
の
定
義
規
定
、
つ
ま
り
憲
法
改
正
手
続
が

適
用
さ
れ
る
法
は
完
結
的
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
と
解
し
た
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
す
べ
て
の
規
定
や
そ
の
他
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
関
す
る
立
法

や
規
則
も
同
じ
よ
う
に
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う（

（（
（

。

モ
ナ
ハ
ン
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
が
一
九
八
二
年
憲
法
（
五
二
条
）
に
い
う
憲
法
に
該
当
す
る
か
の
問
題
は
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に

み
た
よ
う
に
、
同
憲
法
は
五
二
条
で
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
憲
法
と
は
し
て
お
ら
な
い
。
一
九
八
二
年
の
憲
法
制
定
は
司
法
制
度
に
何
ら
直
接
の
変
更
は
も
た
ら
し
て
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は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
は
二
つ
の
肯
定
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
ろ
う
。
第
一
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
で
Ｓ
Ｃ
Ａ
が
立
憲
化
さ
れ
た
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
と
り
わ
け
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
対
し
て
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
レ
ダ
ー
マ
ン
は
、
新
た
な
改
正
手
続
、
つ
ま
り
四
一
条
⒟
と

四
二
条
一
項
⒟
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
自
身
を
実
効
的
に
「
立
憲
化
（constitutionalized

）」
し
た
と
す
る（

（（
（

。
な
る
ほ
ど
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
と
い
う
議
会
法
の
産

物
で
あ
る
。
し
か
し
、Ｓ
Ｃ
Ａ
の
特
定
の
部
分
は
一
九
八
二
年
憲
法
で
憲
法
改
正
手
続
に
服
す
る
と
、新
た
に
特
別
に
規
定
さ
れ
た
。
一
八
六
七
年
憲
法
が
、

Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
議
会
制
定
法
の
管
轄
と
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
後
法
優
先
の
原
則
か
ら
一
九
八
二
年
憲
法
が
一
八
六
七
年
憲
法
の
規
定

を
凌
駕
す
る
と
す
る
。

で
は
一
〇
二
カ
条
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
ど
の
部
分
が
四
一
条
⒟
や
四
二
条
一
項
⒟
の
対
象
に
な
る
の
か
、
つ
ま
り
一
九
八
二
年
憲
法
に
よ
っ
て
上
書
き
さ
れ

る
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
規
定
す
る
三
つ
の
基
本
的
な
部
類
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
第
一
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
基
本
的
な
構
成
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
（
例
え

ば
Ｓ
Ｃ
Ａ
四
条
、
六
条
、
九
条
）。
第
二
が
構
成
以
外
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
基
本
要
素
に
関
連
す
る
規
定
で
あ
る
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
三
条
、
三
五
条
、
五
四
条
一
項
）。
第

三
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
詳
細
な
管
理
運
営
に
関
す
る
副
次
的
な
規
定
で
あ
る
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
八
条
、
一
〇
三
条
）。
Ｓ
Ｃ
Ａ
全
条
項
が
一
九
八
二
年
憲
法
四
一
条
⒟
と

四
二
条
一
項
⒟
で
憲
法
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
が
そ
れ
に
当
た
る
か
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
究
極
的
に
は
決
す
る
と
す
る
。

同
様
に
、「
上
院
と
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
い
ず
れ
の
立
憲
的
な
変
更
あ
る
い
は
改
革
は
、
決
し
て
予
断
（foregone conclusion

）
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
議
論
が

再
開
す
る
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
領
域
で
の
憲
法
の
い
か
な
る
変
更
も
州
の
参
加
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
今
や
確
立
さ
れ
た
（
（（
（

」。

第
二
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
五
二
条
の
憲
法
の
概
念
を
完
結
的
（exhaustive

）
と
捉
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
ホ
ッ
グ
は
完
結
的
と
解
し
、
い
み
じ
く

も
Ｓ
Ｃ
Ａ
は
五
二
条
の
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
改
正
は
憲
法
改
正
手
続
を
要
し
な
い
と
す
る
。
し
か
し
モ
ナ
ハ
ン
は
、
こ
れ
が
自
己
完
結

的
と
解
さ
れ
る
な
ら
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
法
曹
か
ら
三
人
を
選
任
す
る
と
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
規
定
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
そ
の
改
正
は
通
常
の

立
法
手
続
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
構
成
の
変
更
は
憲
法
改
正
手
続
に
よ
る
と
す
る
四
一
条
⒟
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
ひ

い
て
は
四
一
条
⒟
を
効
力
の
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
い
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
変
え
得
る
こ
と
と
な
る
と
す
る（

（（
（

。
三
八
条
以
下

に
み
ら
れ
る
改
正
手
続
に
流
れ
る
目
的
は
、
州
の
利
益
を
州
の
同
意
な
く
そ
の
特
権
や
権
利
の
実
効
性
を
消
極
的
に
さ
せ
る
こ
と
か
ら
保
護
す
る
こ
と
で
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カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

あ
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
よ
う
な
主
要
な
国
家
機
関
の
核
た
る
機
能
や
存
立
意
義
に
お
け
る
州
の
利
益
を
含
む
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
に
付
随
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
関
す
る
法
が
憲
法
改
正
の
対
象
で
な
い
な
ら
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
廃
止
し
て
し
ま
う
の
も
立
法
議
会
の
判
断
で
で
き
て
し

ま
う
の
か
。
ホ
ッ
グ
は
、「
理
論
上
は
、
連
邦
議
会
の
一
方
的
な
行
為
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
う
る
。
無
論
、
実
際
に
は
、
カ
ナ
ダ
統
治
機
構
に
あ
っ
て
高
度

な
尊
厳
の
あ
る
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
、
連
邦
の
ど
の
政
権
も
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
廃
止
あ
る
い
は
減
退
を
実
行
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
」
と
す
る（

（（
（

。
ニ
ュ
ー

マ
ン
は
、
ホ
ッ
グ
の
実
証
主
義
的
解
釈
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
が
憲
法
改
正
の
対
象
と
な
る
憲
法
な
の
か
は
さ
し
て
重
要
な
問
題
で
は
な
い
と

し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
通
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
カ
ナ
ダ
立
憲
主
義
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
だ
と
す
る（

（（
（

。

一
九
八
二
年
憲
法
第
五
部
の
改
正
規
定
は
一
九
八
二
年
に
存
在
し
た
属
性
を
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
不
可
欠
の
属
性
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
三
人
の
枠

は
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
伝
統
の
認
知
と
、
よ
り
広
く
カ
ナ
ダ
の
連
邦
制
と
多
様
性
に
意
義
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
み
に
よ
る
改
正

は
禁
じ
ら
れ
る
と
す
る（

（（
（

。

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
で
の
憲
法
改
正
の
議
論
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
に
憲
法
的
昇
格
を
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
一
九
八
二
年
憲
法
は
こ

れ
を
受
容
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
基
本
的
な
改
革
は
単
な
る
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
は
な
さ
れ
え
な
い
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
に
は
広
く

連
邦
─
州
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
す
な
わ
ち
全
員
一
致
が
今
や
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
規
模
や
、
判
事
の
地
域
的
割
り
当
て
、
そ
し
て
任
命
の
現
行
の
選
任
方
法
に
関

す
る
変
更
に
は
必
要
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

五　

む
す
び
に
か
え
て

Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
一
八
六
七
年
憲
法
一
〇
一
条
を
受
け
た
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
、
一
八
七
五
年
に
創
設
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
今
日
、
カ
ナ
ダ
の
立
憲
主
義
に

不
可
欠
の
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
の
よ
う
に
憲
法
的
編
入
で
立
憲
的
地
位
を
明
確
に
獲
得
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま

で
発
展
し
て
い
っ
た
。
本
判
決
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
は
一
九
八
二
年
憲
法
四
一
条
と
四
二
条
の
憲
法
改
正
手
続
の
対
象
と
な
る
と
判
示
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
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Ｃ
Ｃ
の
立
憲
的
地
位
の
獲
得
を
明
確
に
し
た
と
い
え
る（

（（
（

。

本
件
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
憲
法
判
断
は
、
具
体
的
な
事
件
を
要
求
し
な
い
カ
ナ
ダ
固
有
の
照
会
制
度
（reference

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
同
時

期
に
上
院
の
改
革
に
関
し
て
同
じ
よ
う
に
憲
法
解
釈
を
行
っ
て
い
る（

（（（
（

。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
ま
さ
に
政
府
の
憲
法
解
釈
の
健
全
さ
を
担
保
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。
そ
も
そ
も
立
憲
制
度
の
細
部
は
憲
法
が
禁
じ
て
い
な
い
限
り
、
議
会
の
制
定
法
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
次
的
判
断
が
な
い
段
階
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ

が
制
度
の
あ
り
よ
う
を
決
め
る
の
に
先
行
す
る
の
は
、
英
国
型
の
議
会
主
権
の
伝
統
の
あ
る
カ
ナ
ダ
憲
法
で
は
訝
し
が
ら
れ
る
要
素
も
あ
る
。
照
会
制
度

は
法
的
に
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
か
ら
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
こ
う
し
た
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
い
け
れ
ど
も
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
統
治
と
い
っ

た
懸
念
も
浮
上
し
て
こ
よ
う
。

か
く
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
カ
ナ
ダ
立
憲
主
義
の
核
と
な
り
、
憲
法
上
の
立
ち
位
置
も
明
確
と
な
っ
た
。
そ
の
構
成
の
変
更
に
は
州
の
同
意
が
憲
法
上
要
求

さ
れ
る
と
し
た
本
件
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
そ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
機
能
と
意
義
を
十
分
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ゆ
え
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
時
の

Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
は
州
不
在
で
は
成
り
立
ち
得
な
い
と
の
思
い
を
駆
け
巡
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
）Reference re Suprem

e Court A
ct, ss. 5 and 6, 2014 S.C.C. 21.　

厳
密
に
は
、
本
件
判
断
は
法
の
解
釈
に
関
す
る
照
会
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
事

件
を
裁
断
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ナ
ド
ン
の
ケ
ー
ス
を
前
提
と
し
て
お
り
、
法
的
に
彼
の
無
資
格
を
判
断
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
は
本
件
任
命
行
為

を
当
初
か
ら
無
効
（void abinitio

）
と
す
る
も
の
で
あ
る
（para 6
）。

（
2
）
富
井
幸
雄
「
最
高
裁
判
所
判
事
任
命
過
程
に
お
け
る
議
会
の
関
与
─
カ
ナ
ダ
の
展
開
と
日
本
へ
の
示
唆
」
法
学
会
雑
誌
五
三
巻
二
号
二
五
七
頁
、二
〇
一
三
年
。
同
「
最

高
裁
判
所
判
事
の
任
命
（
一
）（
二
）」
法
学
新
報
一
一
四
巻
一
・
二
号
一
一
九
頁
、
三
・
四
号
七
三
頁
、
平
成
一
九
年
。

（
3
）
同
上
論
文
。See also, Jam

es B. K
elly and Christopher P. M

anfredi, Courts, in O
X

FO
RD H

A
N

D
BO

O
K O

F C
A

N
A

D
IA

N P
O

LIT
ICS 39, 44

（John C. Courtney  
and D

avid E. Sm
ith, eds., 2010

）.

こ
の
論
文
で
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
は
三
つ
の
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
す
る
。
一
つ
め
は
、
一
九
四
九
年
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
へ

の
上
告
が
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
最
終
上
告
審
と
な
っ
た
と
き
で
、
二
つ
め
は
、
一
九
七
五
年
に
一
万
ド
ル
以
上
の
民
事
裁
判
が
除
外
さ
れ
た
こ
と
で
、
刑

事
事
件
と
連
邦
あ
る
い
は
州
の
管
轄
権
の
越
権
に
関
す
る
訴
え
の
二
類
型
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
め
が
、
一
九
八
二
年
の
カ
ナ
ダ
憲
章
の
制
定
で
あ
る
。

Id. at 46

─47.

（
4
）
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
通
常
化
し
た
と
判
断
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
の
指
摘
も
あ
る
。1 P

ET
ER W

. H
O

GG, C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W O
F C

A
N

A
D

A 8

─8

（5
th ed. Supp. 
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六
一

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

2007

）.
（
5
）
カ
ナ
ダ
は
連
邦
結
成
時
、
責
任
政
治
原
理
を
取
り
入
れ
、
そ
の
契
機
と
し
て
ダ
ラ
ム
報
告
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
見
方
を
再
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
細
川

道
久
『
カ
ナ
ダ
の
自
立
と
北
大
西
洋
世
界
─
英
米
関
係
と
民
族
問
題
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
一
三
年
）。

（
6
）
Ｈ
・
Ｎ
・
ジ
ャ
ニ
ッ
シ
ュ
／
佐
々
木
雅
寿
訳
「
カ
ナ
ダ
憲
法
上
の
照
会
権
限
（Reference Pow

er

）」
北
大
法
学
論
集
三
九
巻
三
号
四
九
七
頁
、
一
九
八
八
年
。

（
7
）Suprem

e Court A
ct, R.S., c. S

─19, s. 55.

（
8
）Reference re Secession of Q

uebec, ［1998

］2 S.C.R. 217, at para 32.

（
9
）Id. at para 32.　

政
府
の
構
造
に
関
し
て
は
「
憲
法
の
条
文
そ
の
も
の
と
、
歴
史
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
と
、
そ
れ
ま
で
の
憲
法
の
意
味
を
解
釈
し
た
司
法
判
断
」
を
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。Id. 

（
10
）Id. at paras 70

─78.

（
11
）Reference re Rem

uneration of Judges of the Provincial Court of Prince Edw
ard Island, ［1997

］3 S.C.R. 3 at para. 108.　

こ
の
判
例
に
つ
い
て
、

富
井
幸
雄
「
司
法
権
の
独
立
─
カ
ナ
ダ
憲
法
で
の
成
熟
（
二
）」
法
学
新
報
一
一
五
巻
第
五･

六
号
一
四
五
頁
、
一
七
四
─
一
八
三
頁
、
二
〇
〇
八
年
、
参
照
。

（
12
）
多
く
は
首
相
の
選
任
の
政
治
的
見
識
を
批
判
す
る
け
れ
ど
も
、「
憲
法
問
題
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
解
釈
と
国
家
の
憲
法
改
正
の
定
式
の
解
釈
に
関
心
を
置
く
こ
と
と
な
る
」。

Robert Leckey, Constitutionalizing Canada’s Suprem
e Court, http://w

w
w

.iconnectblog.com
/2014/03/constitutionalozinf-canadas-suprem

e-
court

（
13
）N

ew
 Brunsw

ick Broadcasting Co. v. N
ova Scotia, ［1993

］1 S.C.R. 319

（M
cLachlin, J., delivering

）.

（
14
）P

ET
ER W

. H
O

GG, C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W
 O

F C
A

N
A

D
A 9（4

th ed. 1997

）

.　

本
判
決
は
、憲
法
の
他
の
条
項
や
部
分
か
ら
こ
の
定
義
に
含
ま
れ
る
も
の
を
司
法
権
に
よ
っ

て
導
き
出
し
う
る
と
し
、
そ
れ
は
憲
法
が
定
義
し
た
三
〇
の
法
文
書
の
リ
ス
ト
を
明
ら
か
に
超
え
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。Id. 

（
15
）A

dam
 Liptak, ‘W

e the People’ Loses A
ppeal w

ith People around the W
orld, N

.Y
.T

IM
ES, Feb. 6, 2012, http://w

w
w

.nytim
es.com

/2012/02/07/
us/w

e-the-people-appeal-w
ith-people-around-the-w

orld<vis. M
ay 10, 2014>.

一
九
八
七
年
の
調
査
で
は
、
一
七
〇
カ
国
の
う
ち
一
六
〇
が
ア
メ
リ
カ
憲
法
を

直
接
な
い
し
間
接
的
に
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
経
過
し
た
今
日
で
は
そ
の
地
位
は
失
わ
れ
、
か
わ
っ
て
カ
ナ
ダ
憲
章
が
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
よ
り

も
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。See also, M

ark T
ushnet, T

he Charter’s Influence around the W
orld, 50 O

SGO
O

D
E L.J. 527

（2013

）. 
See also, D

avid S. Law
 and M

ila V
ersteeg, T

he D
eclining Influence of the U

nited States Constitution, 87 N
.Y

.U
. L. R

EV. 762

（2012

）.

（
16
）D

A
V

ID E. S
M

IT
H, F

ED
ERA

LISM A
N

D
 T

H
E C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N

 O
F C

A
N

A
D

A 120

（2010
）.　
「
カ
ナ
ダ
の
固
有
性
の
説
明
は
、
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
存
在
に

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
、
カ
ナ
ダ
が
コ
モ
ン
ロ
ー
と
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
両
方
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
二
元
法
主
義
─
二
つ
の
公
用
語
─
が
い
か
に
憲
法
の

理
解
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
は
、
カ
ナ
ダ
政
治
で
研
究
さ
れ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
は
、
憲
法
の
司
法
的
解
釈
の
観
点
か
ら
は

お
そ
ら
く
オ
ー
バ
ー
な
重
要
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、長
期
に
わ
た
る
関
心
の
主
題
で
あ
る
」。Id. 

な
おS

ス
ミ
ス

m
ith

は
、Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
は
全
員
一
致（unanim

ous 



二
六
二

consent

）
の
憲
法
改
正
手
続
の
対
象
と
解
し
て
い
る
。Id. at 23.

（
17
）Id. at 121.

（
18
）
本
節
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
付
け
と
一
〇
月
三
日
付
け
の
カ
ナ
ダ
首
相
の
公
式
の
Ｈ
Ｐ
に
基
づ
く
。http://pm

.gc.ca/eng/new
s/2013

（
19
）
法
的
に
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
判
事
任
命
の
プ
ロ
セ
ス
に
州
は
い
か
な
る
役
割
も
な
く
、
参
与
し
な
い
。
し
か
し
、
実
務
で
は
当
該
州
の
法
務
長
官
に
首
相
は
諮
問
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。H

O
GG, supra note 4 at 8

─8.

（
20
）
こ
の
展
開
に
つ
い
て
、
富
井
、
前
掲
注（
2
）論
文
、
参
照
。

（
21
）A

d H
oc Com

m
ittee on the A

ppointm
ent of the Suprem

e Court of Canada Justices, http://w
w

w
.justice.ca/eng/new

s-nouv/ja-ni/2013/doc_ 
32972.htm

l　

ま
た
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
動
画
も
み
ら
れ
る
。http://w

w
w

.cpac.ca/en/digital-archives

（
22
）
連
邦
裁
判
所
判
事
三
七
の
席
（
一
人
の
首
席
判
事
と
三
六
人
の
判
事
）
の
う
ち
、
一
〇
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
判
事
（
法
文
で
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
控
訴
裁
判
所
も
し
く
は

上
級
裁
判
所
、
ま
た
は
同
州
法
曹
協
会
メ
ン
バ
ー
）
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
一
三
の
席
の
う
ち
、
五
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
判
事
に
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
。 Federal Courts A

ct, R.S.C. 1985, c. F

─7, s. 5.4.　

連
邦
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
控
訴
部
と
予
審
部
の
二
部
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
連

邦
裁
判
所
法
が
改
正
さ
れ
て
、
二
〇
〇
三
年
七
月
二
日
か
ら
連
邦
控
訴
裁
判
所
と
連
邦
裁
判
所
に
分
断
さ
れ
た
。

（
23
）
カ
ナ
ダ
最
高
裁
一
三
七
年
の
歴
史
で
初
め
て
裁
判
官
が
裁
判
官
を
判
断
す
る
機
会
と
な
り
、
二
〇
一
四
年
一
月
一
五
日
に
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
でhearing

が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
24
）PM

 w
anted M

arc N
adon to practice law

 again to enhance eligibility for suprem
e court: report, N

A
T

IO
N

A
L P

O
ST, M

ay 7, 2014.　

ハ
ー
パ
ー
政
権
側

の
懸
念
は
強
く
、
事
前
に
ホ
ッ
グ
を
は
じ
め
と
す
る
権
威
者
に
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
な
お
さ
ら
だ
と
す
る
。
そ
こ
で
浮
上
し
て
い
る
の
が
、
最
高
裁
首
席

判
事
マ
ク
ラ
ッ
ク
リ
ン
（
女
性
）
が
ナ
ド
ン
の
任
命
に
文
句
を
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
惑
で
あ
る
。
彼
女
は
、
ナ
ド
ン
の
任
命
に
は
ハ
ー
パ
ー
と
の
話
し
合
い

で
赤
信
号
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
介
入
は
否
定
し
、
首
相
が
長
官
に
判
事
任
命
で
相
談
す
る
こ
と
は
慣
例
で
、
不
適
切
で
も
違
法
で
も
な
い
と
し
て
い
る
。

（
25
）Suprem

e Court A
ct, R.S.C., 1985, c. S

─26.

（
26
）
一
八
六
七
年
憲
法
一
〇
一
条
は
こ
う
規
定
す
る
。「
カ
ナ
ダ
議
会
は
、
本
法
（
一
八
六
七
年
憲
法
─
筆
者
）
の
い
か
な
る
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
宜
に
応
じ
て
、

カ
ナ
ダ
の
包
括
的
上
訴
裁
判
所
の
創
設
、
維
持
、
構
成
の
規
定
と
、
カ
ナ
ダ
法
の
よ
り
よ
い
管
理
の
た
め
の
い
か
な
る
付
加
的
な
裁
判
所
を
創
設
す
る
規
定
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
る
」。

（
27
）
一
八
六
七
年
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
カ
ナ
ダ
議
会
の
立
法
権
に
つ
い
て
、
以
後
英
国
議
会
は
こ
れ
を
覆
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
さ
れ
る
。A

n A
ct to give effect 

to certain resolutions passed by Im
perial Conferences held in the years 1926 and 1930, 22 &

 23 Geo. V
., c. 4

（U
.K

.

）, ss. 2, 7.

（
28
）
判
事
の
事
故
や
病
気
や
空
席
な
ど
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
開
廷
の
定
足
数
が
充
た
さ
れ
な
い
と
き
、
首
席
判
事
（
不
在
の
時
は
陪
席
判
事
）
は
、
個
別
判
事
（ad hoc 
judge

）
を
連
邦
裁
判
所
も
し
く
は
カ
ナ
ダ
国
税
裁
判
所
の
判
事
か
ら
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。Suprem

e Court A
ct, R.S.C., 1985, c. S

─26, s. 30.　

こ
れ

は
臨
時
の
暫
定
的
な
も
の
で
、
裁
判
の
遅
延
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
が
、
少
な
か
ら
ず
こ
れ
に
よ
る
任
命
例
が
あ
っ
た
。Reynold Boult, A

d H
oc Judges of T

he 



二
六
三

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

Suprem
e Court of Canada, 26 C

H
IT

T
Y
’S L.J. 289 （1978

）.
（
29
）H

arper G
overnm

ent ‘genuinely surprised’ by N
adon D

ecision, CT
V

 N
EW

S, M
arch 21, 2014. http://w

w
w

.ctvnew
s.ca/politics/harper-governm

ent- 
genuinely-surprised-bu-nadon-decision

（
30
）T

onda M
acCharles, Suprem

e Court of Canada rejects H
arper judicial appointee M

arc N
adon, T

O
RO

N
T

O S
T

A
R, M

arch 21, 2014.

（
31
）
こ
う
し
た
改
革
は
実
は
不
透
明
で
曖
昧
な
面
も
あ
り
、
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
任
命
の
有
効
性
に
つ
い
て
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
判
断

を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
も
っ
と
も
、
今
回
の
判
断
で
ハ
ー
パ
ー
が
や
っ
て
き
た
欠
陥
だ
ら
け
の
任
命
プ
ロ
セ
ス
は
終
焉
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。A

dam
 D

odek, N
adon decision is Suprem

e Court

’s declaration of independence, T
H

E G
LO

BE A
N

D M
A

IL, M
arch 21, 2014.

（
32
）
以
下
の
よ
う
な
教
訓
を
本
判
決
か
ら
ハ
ー
パ
ー
政
権
は
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
裁
判
所
で
政
治
を
演
じ
る
な
。
法
を
も
て
あ
そ
ぶ
な
（fast and loose

）。

最
善
の
有
資
格
者
を
引
き
出
せ
、
平
均
で
は
だ
め
だ
。
憲
法
を
理
解
せ
よ
」。Jeffrey Sim

pson, T
he H

arper governm
ent deserves the Suprem

e Court’s 
rebuke, T

H
E G

LO
BE A

N
D M

A
IL, M

arch 21, 2014.

（
33
）Irw

in Cotler, M
arc N

adon’s Suprem
e Court rejection w

as unprecedented, but foreseeable, N
A

T
IO

N
A

L P
O

ST, M
arch 21, 2014.

（
34
）
ハ
ー
パ
ー
が
二
〇
一
三
年
九
月
に
き
り
す
て
た
と
さ
れ
る
、
ケ
ベ
ッ
ク
控
訴
裁
判
所
のM

arie-France Bich

とN
icholas K

asirer

の
名
も
挙
が
っ
て
い
る
。

Sean Fine, Suprem
e Court’s rejection of N

adon is a legal m
arker and a political blow

, T
H

E G
LO

BE A
N

D M
A

IL, M
arch 21, 2014.　

な
お
本
判
決
に
つ

い
て
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
の
行
政
法
のPaul D

aly

は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
こ
の
判
断
は
「
カ
ナ
ダ
の
連
合
に
と
っ
て
大
き
な
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク

の
固
有
の
性
格
と
こ
れ
を
保
護
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
か
ら
響
き
の
あ
る
宣
言
で
あ
る
」。Id. 

（
35
）H

ouse of Com
m

ons Canada, 41st Parliam
ent, 2nd Session, M

ay 26, 2014, O
rder and N

otice Paper, N
o. 26.

（
36
）PM

 announces A
ppointm

ent for the Suprem
e Court of Canada, 3 June 2014, http://pm

.gc.ca/eng/new
s/2014/06/03

（
37
）Chief Justice Beverley M

cLachlin w
elcom

es Clem
ent G

ascon to Suprem
e Court, CBC N

EW
S, Jun 03, 2014, http://w

w
w

.cbc.ca/new
s/chief-

justice-beverly-m
clachlin

（
38
）H

arper appoints Q
uebec Court of A

ppeal judge G
ascon to Suprem

e Court, T
H

E G
LO

BE A
N

D M
A

IL, Jun. 3, 2014.

（
39
）Id. 

保
守
党
政
権
は
ナ
ド
ン
判
事
は
形
式
的
に
任
命
レ
ー
ル
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
と
の
野
党
の
要
求
を
無
視
し
て
い
た
と
い
う
。Justice M

inister: N
adon not 

Q
uebec’s only qualified candidate for Suprem

e Court, T
H

E C
A

N
A

D
IA

N P
RESS, M

arch 24, 2014.

（
40
）
こ
れ
ま
で
二
七
人
の
大
統
領
に
よ
る
指
名
が
実
現
さ
れ
ず
、
う
ち
一
一
人
は
上
院
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。S

A
N

D
RA D

A
Y O
’CO

N
N

O
R, O

U
T

 O
F O

RD
ER 42

（2013

）. 

（
41
）D

odek, supra note 31.

（
42
）Leckey, supra note 12.　

黙
示
的
に
、
法
廷
意
見
は
、
ナ
ド
ン
判
事
の
選
任
は
形
式
的
に
無
効
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に
ケ
ベ
ッ
ク
を
軽
視
し
た
こ
と
に

な
る
と
す
る
。



二
六
四

（
43
）
私
見
と
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
カ
ナ
ダ
国
家
の
裁
判
所
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
全
体
の
法
の
安
定
と
統
一
性
と
立
憲
主
義
の
砦
で
あ
る
か
ら
、
最
高
の
法
曹
を
迎
え
入
れ
る
必

要
が
あ
る
と
察
す
る
が
、
州
の
出
自
の
固
定
が
そ
う
し
た
優
秀
な
人
材
の
具
備
に
障
害
と
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
う
し
た
懸
念
は
深
刻
に
論
じ
ら
れ
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
た
だ
そ
う
し
た
の
を
凌
駕
す
る
立
憲
的
利
益
が
現
行
制
度
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
シ
ビ
ル
ロ
ー
の
専
門
家
を
一
定
数
備
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
ろ
う
。

（
44
）Reference re Senate Reform

, ［2014

］S.C.R. 32.

（
45
）
「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
はregional idea

（
地
域
性
の
理
念
）
に
原
理
を
置
い
て
い
る
」。H

O
GG, supra note 4 at 5

─10.

（
46
）D

O
N

A
LD R. SO

N
GER, S

U
SA

N W
. JO

H
N

SO
N, C. L. O

ST
BERG, A

N
D M

A
T

T
H

EW E. W
ET

ST
EIN, L

A
W ID

EO
LO

GY, A
N

D C
O

LLEGIA
BILIT

Y: JU
D

ICIA
L B

EH
A

V
IO

U
R IN

 T
H

E 

S
U

PREM
E C

O
U

RT
 O

F C
A

N
A

D
A 15

（2012

）.　

こ
の
節
の
記
述
は
こ
れ
に
お
う
。

（
47
）JA

M
ES G. S

N
ELL A

N
D F

RED
ERICK V

A
U

GH
A

N, T
H

E S
U

PREM
E C

O
U

RT O
F C

A
N

A
D

A: H
IST

O
RY O

F T
H

E IN
ST

IT
U

T
IO

N 12

（1985

）.

（
48
）
刑
事
事
件
の
上
告
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
八
八
八
年
に
カ
ナ
ダ
議
会
は
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
二
六
年
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
は
、
明
白
に
そ
の
委
員
会
の
カ
ナ

ダ
の
上
告
権
を
規
定
し
た
英
国
制
定
法
に
抵
触
す
る
と
し
て
越
権
だ
と
判
断
し
た
。
一
九
三
三
年
に
カ
ナ
ダ
議
会
が
再
度
刑
事
上
告
権
を
否
定
し
た（
刑
法
一
〇
二
五
条
）

の
を
一
九
三
五
年
に
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
が
有
効
と
判
断
し
た
こ
と
で
、
刑
事
事
件
の
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
上
告
権
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。S

O
N

GER ET
 A

LS, supra note 46 at 23.

（
49
）H

O
GG, supra note 14 at 215.　

首
席
判
事
職
は
通
例
、
一
九
四
四
年
以
降
英
語
人
と
仏
語
人
の
交
替
で
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
にL

ラ
ス
キ
ン

askin

の
後
継
にD

デ
ィ
ク
ソ
ン

ickson

に

な
っ
た
こ
と
で
途
切
れ
た
け
れ
ど
も
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
あ
とL

ラ
マ
ー

am
er

が
継
い
だ
こ
と
で
再
開
し
て
い
る
。Id. 

ま
た
首
席
判
事
は
陪
席
の
中
の
古
参
（senirority

）
が

な
る
と
の
慣
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
慣
例
（usage
）
で
あ
っ
て
、
慣
習
（convention

）
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
誰
を
首
席
判
事
に
す
る
か
は
あ
く
ま
で
首
相
の
任

意
な
の
で
あ
る
。H

O
GG, supra note 4 at I

─25.

（
50
）JESSIE J. H

O
RN

ER, C
A

N
A

D
IA

N L
A

W
 A

N
D

 T
H

E C
A

N
A

D
IA

N L
EGA

L S
Y

ST
EM 291

（2007

）.

（
51
）H

O
GG, supra note 4 at 8

─25.

（
52
）
一
九
八
五
年
、
カ
ナ
ダ
経
済
連
合
将
来
的
展
望
王
立
委
員
会
、
通
称M

acdonald Com
m

ission

は
、
国
家
の
将
来
の
包
括
的
分
析
と
し
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
と
そ
れ
以

外
の
州
の
間
に
更
新
さ
れ
た
理
解
を
追
求
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。P

A
T

RICK J. M
O

N
A

H
A

N, C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
A

W 207 n.80 （3
rd ed. 2006

）.

（
53
）
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
編
『
史
料
が
語
る
カ
ナ
ダ
（
新
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
六
─
一
〇
九
頁
（
國
武
輝
久
筆
）。

（
54
）H

O
GG, supra note 4 at 8

─25, 8

─26, 8

─27, 8

─28

．

（
55
）Re: Eligibility of Federal Court Judges for A

ppointm
ent to the Suprem

e Court of Canada, Sep. 9, 2013, http://pm
.gc.ca/gfix/docs/20130930_ 

Binnie_cp.pdf<visited M
ay 5, 2014>.

い
わ
く
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
「
五
条
は
Ｓ
Ｃ
Ｃ
へ
の
任
命
の
最
低
限
の
条
件
を
創
設
す
る
。
一
〇
年
の
実
務
で
あ
る
。
六
条
の
「
そ
の

州
で
の
弁
護
士
」
へ
の
言
及
は
、「
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
の
一
〇
年
の
実
務
」
と
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
実
務
を
し
、
引
き
続
き
連
邦
裁
判
所
の
一
つ

の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
判
事
は
、
こ
の
基
準
を
満
た
し
つ
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
か
ら
判
事
を
任
命
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
列
挙
さ
れ



二
六
五

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

た
裁
判
所
（
州
の
上
級
裁
判
所
と
控
訴
裁
判
所
）
は
、
あ
る
人
が
任
命
さ
れ
う
る
裁
判
所
の
タ
イ
プ
を
単
に
描
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
六
条
の
リ
ス
ト
は

完
結
的
で
は
な
い
。
連
邦
裁
判
所
の
負
担
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
で
働
く
判
事
に
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
列
す
る
資
格
に
卓
越
し
て
い
る
」。

（
56
）
こ
う
し
た
権
威
者
の
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て
の
ナ
ド
ン
の
任
命
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
で
違
法
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
政
治
的
の
み
な
ら
ず
法
解
釈
に
関
し
て
も
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の

こ
の
判
断
で
政
権
の
面
目
は
丸
つ
ぶ
れ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。Jeffrey Sim

pson, T
he H

arper governm
ent deserves the Suprem

e Court’s rebuke, 
T

H
E G

LO
BE A

N
D M

A
IL, M

arch 21, 2014. 

（
57
）M

ore on section 6 of the Suprem
e C

ourt A
ct: L

egislative H
istory and P

urpose, A
D

M
IN

IST
RA

T
IV

E L
A

W
 M

A
T

T
ERS, O

ct. 16, 2013, http://
adm

inistrativelaw
m

atters.blogspot.jp/2013/10/m
ore-on-section-6-of-suprem

e-court

（
58
）Peter H

ogg, Form
al A

m
endm

ent of the Constitution of Canada, 55 L. &
 C

O
N

T
EM

P. P
RO

BS. 253, 254

（1992

）.

（
59
）
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
七
条
一
項
は
、
同
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
Ｂ
Ｎ
Ａ
法
や
そ
れ
に
基
づ
く
法
令
を
改
廃
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
前
掲
注（
27
）。

（
60
）
一
八
六
七
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
二
二
回
の
改
正
が
あ
り
、
う
ち
五
回
の
み
州
一
致
の
同
意
を
得
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
三
回
は
州
の
立
法
管
轄
権
を
変
更

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
の
一
七
回
は
州
議
会
へ
の
事
前
の
諮
問
す
ら
な
か
っ
た
。Id. at 254 n.3.

（
61
）W

.R. Lederm
an, T

he Suprem
e Court of Canada and Basic Constitutional Am

endm
ent An Assessm

ent of R
eference Re Am

endm
ent of the Constitution 

of Canada

（N
os 1, 2 and 3

）, 27 M
CG

ILL  L.J. 527, 529

（1982

）.

（
62
）Re Resolution to A

m
end the Constitution, ［1981

］1 SCR 753.

（
63
）H

ogg, supra note 58 at 255.

（
64
）Id. at 256.

（
65
）Reference Re A

m
endm

ent of Constitution of Canada
（N

os. 1, 2, 3

）, ［1981

］1 S.C.R. 753.　

こ
の
判
決
に
意
義
に
つ
い
て
、W

.R. Lederm
an, T

he 
Suprem

e Court of Canada and Basic Constitutional A
m

endm
ent A

n A
ssessm

ent of R
eference R

e A
m

endm
ent of the Constitution of Canada 

（N
os. 1, 2, 3

）, 27 M
CG

ILL  L.J. 537

（1982

）.

（
66
）H

ogg, supra note 58 at 257.

（
67
）Patriation

は
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。M

O
N

A
H

A
N, supra note 52 at 494.  

カ
ナ
ダ
特
有
の
造
語
で
、
自
分
自
身
の
国
を
取
り
戻
す
（restore

）
意
味
か
ら
き

て
い
る
が
、
確
定
し
た
一
義
的
定
義
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。H

O
GG, supra note 14 at 55.

（
68
）Stephen A

. Scott, T
he Canadian Constitutional A

m
endm

ent Process, 45 L. &
 C

O
N

T
EM

P. P
RO

BS. 249, 253

（1982

）.

（
69
）
国
立
国
会
図
書
館
「
諸
外
国
に
お
け
る
戦
後
の
憲
法
改
正
（
第
四
版
）」
調
査
と
情
報
八
二
四
号
二
─
三
頁
、
二
〇
一
四
年
四
月
二
四
日
。

（
70
）
イ
ギ
リ
ス
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
憲
法
改
正
手
続
に
三
分
の
二
以
上
の
州
の
批
准
を
要
件
と
し
て
い
る
。U

.S. Const. A
rt. V

.　

カ
ナ
ダ
は
同
じ
連



二
六
六

邦
制
を
と
る
も
、
そ
う
し
た
規
定
が
憲
法
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
改
正
権
が
カ
ナ
ダ
に
な
い
、
つ
ま
り
真
の
独
立
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
あ

く
ま
で
自
治
領
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
71
）J. Peter M

eekinson, T
he A

m
ending Form

ula, Q
U

EEN ’S L.J. 99, 99

─100

（1983

）.
（
72
）
「
お
そ
ら
く
、
カ
ナ
ダ
連
邦
制
の
複
雑
な
政
治
を
反
映
し
て
、
新
た
な
国
内
改
正
手
続
は
稀
に
見
る
ほ
ど
複
雑
で
あ
る
」。W

alter D
ellinger, T

he A
m

ending 
Process in Canada and the U

nited States: A
 Com

parative Perspective, 45 L. &
 C

O
N

T
EM

P. P
RO

BS. 283, 297

（1983

）.

（
73
）M

eekinson, supra note 71 at 108.

（
74
）Id. at 116.

（
75
）
一
八
六
七
年
憲
法
九
一
条
一
項
で
改
正
さ
れ
た
法
は
、
上
院
議
員
の
定
年
を
七
五
歳
と
す
る
一
九
六
五
年
改
正
と
、
下
院
の
規
模
に
関
す
る
一
九
七
四
年
改
正
の
二

件
で
あ
る
。

（
76
）U

.S. Const. A
rt. V

.

（
77
）
「
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
ど
こ
に
も
（
お
そ
ら
く
例
外
は
、
各
州
立
法
議
会
に
よ
っ
て
二
人
の
連
邦
上
院
議
員
を
選
任
す
る
と
い
う
原
案
）、
そ
の
連
邦
制
と
し
て
の
特
徴

が
闡
明
さ
れ
て
い
な
い
。
各
州
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
改
正
手
続
に
お
い
て
一
つ
な
の
で
あ
る
。
大
統
領
選
任
プ
ロ
セ
ス
と
違
っ
て
、
五
条
は
人
口
を
衡
量
し
た
各
州
の
「
拒

否
権
」
を
規
定
し
て
い
な
い
」。D

ellinger, supra note 72 at 288.　
「
五
条
に
具
現
化
さ
れ
て
い
る
重
要
な
連
邦
制
原
理
は
、
各
州
の
同
意
は
他
の
い
ず
れ
の
州
の

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
充
分
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」。Id. at 289.

（
78
）M

eekinson, supra note 71 at 100.　
「
憲
法
の
部
分
ご
と
に
異
な
る
改
正
の
仕
方
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
で
、
カ
ナ
ダ
の
定
式
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
い
か
な
る
連

邦
制
国
家
に
あ
っ
て
、
そ
の
憲
法
改
正
手
続
が
最
も
詳
細
か
つ
複
雑
な
（detailed and com

plex

）
の
で
あ
る
」。Id. at 121.

（
79
）Id. at 99

─100.

（
80
）Id. at 121.

（
81
）D

ellinger, supra note 72 at 302.

（
82
）Id. at 299.

（
83
）H

O
GG, supra note 14 at 9.

（
84
）Id. at 73.

（
85
）Id. at 80

─81.

（
86
）Id. at 85

─86.

（
87
）
こ
の
立
場
は
概
し
て
実
証
主
義
的
で
は
な
く
、
目
的
と
憲
法
改
正
や
一
九
八
二
年
憲
法
制
定
で
の
経
緯
と
い
っ
た
歴
史
的
背
景
を
重
視
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
判
事
の
構

成
部
分
が
憲
法
で
あ
る
と
の
性
格
を
導
き
出
す
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。



二
六
七

カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
構
成
と
立
憲
主
義
（
富
井
）

（
88
）M

O
N

A
H

A
N, supra note 52 at 193

─194.
（
89
）Scott, supra note 68 at 261

─262.　

例
と
し
て
最
高
裁
規
則
三
九
条
二
項
「
上
告
人
の
事
実
の
陳
述
書
（factum

）
の
表
紙
は
淡
黄
褐
色
（buff

）
で
彩
ら
れ
、被

上
告
人
の
陳
述
書
は
緑
色
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
あ
げ
る
。

（
90
）W

.R. Lederm
an, Constitutional Procedure and the R

eform
 of the Suprem

e Court of Canada, 26 C
A

H
IERS D

E D
RO

IT 195, 196

（1985

）.

（
91
）Id. at 197

─198.

（
92
）M

eekison, supra note 71 at 116.

（
93
）M

O
N

A
H

A
N, supra note 52 at 180

─181.

（
94
）Id. at 181.　

州
の
同
意
な
く
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
構
成
を
変
え
る
こ
と
は
、
連
邦
議
会
は
州
の
利
益
に
影
響
を
与
え
る
変
更
を
も
た
ら
す
よ
う
に
国
家
機
関
を
一
方
的
に
変
え

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
最
高
裁
判
例Reference Re Legislative A

uthority of Parliam
ent of Canada, ［1980

］1 S.C.R. 54.

に
反
す
る
。

（
95
）H

O
GG, supra note 14 at 212.　

See also, id. at 232

─233.

（
96
）W

arren J. N
ew

m
an, T

he Constitutional Status of the Suprem
e Court of Canada, 47 S.C.L.R. （2d

） 429

（2009

）.

（
97
）Id. at 441.　

一
八
六
七
年
憲
法
一
〇
一
条
に
基
づ
き
議
会
の
制
定
法
で
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
機
能
や
属
性
や
管
理
に
法
改
正
を
行
う
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。

（
98
）Lederm

an, supra note 90 at 201.　

と
り
わ
け
Ｓ
Ｃ
Ａ
に
規
定
さ
れ
る
ケ
ベ
ッ
ク
の
三
人
の
枠
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
同
意
な
く
し
て
は
変
更
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
他
の

州
議
会
や
連
邦
議
会
の
同
意
も
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
他
の
州
出
身
の
割
り
当
て
（
オ
ン
タ
リ
オ
か
ら
三
人
、
西
部
州
か
ら
二
人
、
大
西
洋
州
（A

tlantic Provinces

）

か
ら
一
人
）
は
慣
習
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
正
式
な
改
正
手
続
の
外
に
あ
る
と
す
る
。Id. 

（
99
）
本
判
決
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
「
廃
止
す
れ
ば
、
そ
の
構
成
を
ね
こ
そ
ぎ
除
去
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、」
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
継
続
す
る
存
在
を
立
憲
化
し
た
。Leckey, supra 

note 12.

（
100
）Reference re Senate Reform

, 2014 S.C.C. 32.

補
遺　

本
稿
は
二
〇
一
四
年
六
月
二
一
日
の
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
関
東
地
区
研
究
会（
於
中
央
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
の
報
告
が
基
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
の
有
益
な
示
唆
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
筆
者
に
あ
る
。

（
本
学
兼
任
講
師
・
首
都
大
学
東
京
法
科
大
学
院
教
授
）


